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国語科授業
「グループ・プレゼンテーション」

　
こ
の
度
、
天
野
明
典
先
生
の
後
任
と
し
て
、
愛
知
教
育

文
化
振
興
会
の
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
輝
か
し
い
歴

史
と
伝
統
を
も
つ
本
会
理
事
長
の
重
責
を
感
じ
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
の
身
で
は

あ
り
ま
す
が
、
役
員
の
み
な
さ
ん
、
事
務
局
の
み
な
さ
ん

の
御
指
導
御
鞭
撻
を
賜
り
、
誠
意
と
情
熱
を
も
っ
て
職
務

に
務
め
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
昭
和
32
年
に
設
立
さ
れ
た
愛
知
教
育
文
化
振
興
会
は
、

三
河
の
学
校
、
教
員
、
保
護
者
、
子
ど
も
た
ち
に
利
益
を

還
元
す
る
公
益
財
団
法
人
と
な
り
、
今
年
10
年
目
を
迎
え

ま
す
。
現
在
、
三
河
の
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
力
、
豊

か
な
心
、
健
や
か
な
体
を
育
む
一
助
と
な
る
よ
う
、
三
河

の
教
師
の
手
に
よ
り
、
小
学
校
23
品
目
、
中
学
校
19
品
目

の
教
材
等
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
昨
年
度
は
小
学
校
の
「
英
語
の
学
習
」、
今
年

度
は
中
学
校
の
「
デ
ー
リ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
に
代

わ
っ
て
「
英
語
演
習
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
時
代
の

I
C
T
化
を
見
据
え
て
、
リ
ス
ニ
ン
グ
問
題
で
活
用
で
き

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
掲
載
し
、
大
変
使
い
や
す
い
教
材
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
、
多
く
の
刊
行
物
で
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
の
時
代
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
人
工
知
能
・
Ａ
Ｉ
等
の
技
術
革
新
が
急

速
に
進
む
一
方
で
、
未
来
の
予
測
が
ま
す
ま
す
困
難
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
に

は
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
て
学
び
、
自
ら
考
え
判
断
し
て

行
動
し
、
よ
り
よ
い
社
会
や
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
適
切
か
つ
安
全

に
使
い
こ
な
す
情
報
活
用
能
力
の
育
成
は
不
可
欠
と
な
っ

て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
、
令
和
元
年
12
月
に
文
部
科
学
省
は
、
子
ど
も

一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
配
備
と
校
内
高
速
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
促
す
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
昨
年
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
か
ら
全
国
一
斉
の
休
校

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
本
構
想
が
一
気
に
加
速
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
昨
年
9
月
、
岡
崎
市
で
は
、
市
当
局
、
ま
た
教
育

委
員
会
の
特
段
の
配
慮
に
よ
り
、
三
河
で
い
ち
早
く
本
構

想
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
本
校
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
を
し
ま
す
。

「
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
活
用
」

　
本
校
の
職
員
は
50
名
を
超
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
得
意
な
者
も

い
れ
ば
そ
う
で
な
い
者
も
い
ま
す
。
月
1
回
程
度
の
全
体

研
修
で
は
、
活
用
の
利
点
や
そ
の
方
法
を
十
分
周
知
で
き

な
い
と
考
え
、
各
学
年
1
名
を
I
C
T
リ
ー
ダ
ー
に
任
命

し
ま
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
が
時
に
は
学
年
全
体
で
、
時
に
は
授
業
後
個

別
に
と
支
援
す
る
こ
と
で
、
配
付
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

設
定
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
操
作
、
授
業
に
活
用
で
き

る
ア
プ
リ
の
活
用
等
に
つ
い
て
職
員
全
体
に
十
分
な
周
知

が
図
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
教
員
の
活
用
が
始
ま
る
と
次
に
心
配
さ
れ
た
の
が
、
生

徒
た
ち
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
方
法
で
し
た
。「
ゲ
ー
ム
を
し

て
い
た
ら
…
」「
不
適
切
な
サ
イ
ト
を
見
て
い
た
ら
…
」

等
、
不
安
の
声
が
上
が
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
結
論

は
、「
学
習
目
的
を
前
面
に
出
し
、
問
題
が
出
て
く
れ
ば
、

そ
の
都
度
早
目
に
対
処
す
る
」
で
し
た
。
事
前
に
「
あ
れ

ダ
メ
、
こ
れ
ダ
メ
」
と
禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
道
徳
等

で
情
報
モ
ラ
ル
も
取
り
上
げ
な
が
ら
、
生
徒
自
身
に
よ
り

よ
い
使
い
方
を
考
え
さ
せ
る
方
法
を
と
っ
た
の
で
す
。
結

果
、
こ
の
方
法
が
う
ま
く
進
み
、
幸
い
に
も
、
大
き
な
問

題
は
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
教
員
の
働
き
方
改
革
」

　
文
書
作
成
等
に
役
立
つ
の
は
パ
ソ
コ
ン
で
す
が
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
文
書
閲
覧
、
情
報
共
有
に
適
し
て
い
ま
す
。
こ

の
利
点
を
生
か
し
て
、
教
員
が
時
間
的
ゆ
と
り
を
生
み
出

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
先
ず
は
毎
日
の
職
員
連
絡
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
信
と
し
、

慣
れ
た
と
こ
ろ
で
運
営
委
員
会
や
職
員
会
資
料
、
各
種
研

修
資
料
等
も
す
べ
て
同
様
と
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
職
員

の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
瞬
時
に
集
計
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
授
業
で
使
用
す
る
教
材
、
例
え
ば

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
も
電
子
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
方
法
で
生
み
出
さ
れ
た
時
間
が
積
み
重
な
り
、
長

時
間
の
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。
余
談
で
す
が
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
が
進
み
、
予
算
削
減
、
環
境
へ
の
配
慮
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
学
び
方
改
革
」

　
本
校
の
生
徒
た
ち
の
1
日
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
充
電
保

管
庫
か
ら
取
り
出
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
朝
の
帯
時
間
で

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ド
リ
ル
学
習
を
行
い
ま
す
。
授
業
が

始
ま
れ
ば
、
社
会
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
人
調
べ
、

音
楽
で
は
個
別
に
イ
ヤ
ホ
ン
を
付
け
て
作
曲
、
英
語
で
は

絵
や
写
真
を
提
示
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
体
育
で

は
撮
っ
た
映
像
を
ス
ロ
ー
再
生
し
て
自
身
の
課
題
を
発
見
、

そ
し
て
総
合
的
な
学
習
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
記
入
し
た
個

人
の
意
見
を
大
型
テ
レ
ビ
で
共
有
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
集
中
し
ま
す
。
帰
り
の
会
で
は
、
1
日
の
生
活
を
振

り
返
っ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
反
省
を
記
入
し
、
1
日
が
終
了

す
る
の
で
す
。

　
行
事
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
大
活
躍
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
、

文
化
祭
で
は
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
映
像
配

信
を
し
ま
し
た
。
新
入
生
説
明
会
で
は
、
生
徒
自
身
が
作

成
し
た
学
校
紹
介
ビ
デ
オ
を
披
露
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。「
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
、
私
は
主
に
学
習
面
で

の
充
実
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
英
語
の
リ
ス
ニ

ン
グ
な
ど
、
自
分
で
は
学
習
し
づ
ら
い
内
容
も
ア
プ
リ
を

使
え
ば
簡
単
に
行
え
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
際
も
効
率
よ
く
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
使
い
方
を
間
違
え
れ
ば
、
人
を
傷
つ
け
た

り
、
学
校
生
活
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
う
目
的
を
理
解
し
、
適
切
に
使
用
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。」
こ
う
い
っ
た
感
想
か
ら
も
、
生
徒
が
大

き
く
成
長
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
今
年
の
2
月
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
、
校
長
が
従
来
の
伝
統
的
な
授
業
に
こ
だ
わ
る
傾
向

が
強
い
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
遅
れ
、
逆
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
新
し
い
授
業
形
態
に
積
極
的
な
場
合
に

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
む
、
な
ど
の
分
析

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
分
析
に
つ

い
て
、
文
部
科
学
大
臣
は
「
間
違
っ
て

も
校
長
が
ブ
レ
ー
キ
に
な
っ
て
は
い
け

な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
校
長
と
し
て
、
ま
た
本
会

の
理
事
長
と
し
て
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
子
ど
も
た
ち
の
学
び
方
改
革
」、

「
教
員
の
働
き
方
改
革
」
を
一
層
推
進

す
る
た
め
の
ア
ク
セ
ル
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

ⅠＣＴを活用した「学び方改革」、
そして「働き方改革」
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保健体育科授業
「マット運動をスロー再生」

タブレット端末を活用した
授業のようす

　
こ
の
度
、
天
野
明
典
先
生
の
後
任
と
し
て
、
愛
知
教
育

文
化
振
興
会
の
理
事
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
輝
か
し
い
歴

史
と
伝
統
を
も
つ
本
会
理
事
長
の
重
責
を
感
じ
、
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
も
と
よ
り
、
浅
学
非
才
の
身
で
は

あ
り
ま
す
が
、
役
員
の
み
な
さ
ん
、
事
務
局
の
み
な
さ
ん

の
御
指
導
御
鞭
撻
を
賜
り
、
誠
意
と
情
熱
を
も
っ
て
職
務

に
務
め
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
昭
和
32
年
に
設
立
さ
れ
た
愛
知
教
育
文
化
振
興
会
は
、

三
河
の
学
校
、
教
員
、
保
護
者
、
子
ど
も
た
ち
に
利
益
を

還
元
す
る
公
益
財
団
法
人
と
な
り
、
今
年
10
年
目
を
迎
え

ま
す
。
現
在
、
三
河
の
子
ど
も
た
ち
の
確
か
な
学
力
、
豊

か
な
心
、
健
や
か
な
体
を
育
む
一
助
と
な
る
よ
う
、
三
河

の
教
師
の
手
に
よ
り
、
小
学
校
23
品
目
、
中
学
校
19
品
目

の
教
材
等
が
刊
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
昨
年
度
は
小
学
校
の
「
英
語
の
学
習
」、
今
年

度
は
中
学
校
の
「
デ
ー
リ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
に
代

わ
っ
て
「
英
語
演
習
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
時
代
の

I
C
T
化
を
見
据
え
て
、
リ
ス
ニ
ン
グ
問
題
で
活
用
で
き

る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
掲
載
し
、
大
変
使
い
や
す
い
教
材
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
、
多
く
の
刊
行
物
で
の

デ
ジ
タ
ル
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る
ソ
サ
エ
テ
ィ
5.0
の
時
代
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
人
工
知
能
・
Ａ
Ｉ
等
の
技
術
革
新
が
急

速
に
進
む
一
方
で
、
未
来
の
予
測
が
ま
す
ま
す
困
難
と
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
を
生
き
抜
く
子
ど
も
た
ち
に

は
、
自
ら
課
題
を
見
つ
け
て
学
び
、
自
ら
考
え
判
断
し
て

行
動
し
、
よ
り
よ
い
社
会
や
人
生
を
切
り
拓
い
て
い
く
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
際
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
適
切
か
つ
安
全

に
使
い
こ
な
す
情
報
活
用
能
力
の
育
成
は
不
可
欠
と
な
っ

て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
こ
で
、
令
和
元
年
12
月
に
文
部
科
学
省
は
、
子
ど
も

一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
配
備
と
校
内
高
速
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
促
す
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
昨
年
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
か
ら
全
国
一
斉
の
休
校

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
本
構
想
が
一
気
に
加
速
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
昨
年
9
月
、
岡
崎
市
で
は
、
市
当
局
、
ま
た
教
育

委
員
会
の
特
段
の
配
慮
に
よ
り
、
三
河
で
い
ち
早
く
本
構

想
が
実
現
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
本
校
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
紹
介
を
し
ま
す
。

「
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
活
用
」

　
本
校
の
職
員
は
50
名
を
超
え
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
得
意
な
者
も

い
れ
ば
そ
う
で
な
い
者
も
い
ま
す
。
月
1
回
程
度
の
全
体

研
修
で
は
、
活
用
の
利
点
や
そ
の
方
法
を
十
分
周
知
で
き

な
い
と
考
え
、
各
学
年
1
名
を
I
C
T
リ
ー
ダ
ー
に
任
命

し
ま
し
た
。

　
リ
ー
ダ
ー
が
時
に
は
学
年
全
体
で
、
時
に
は
授
業
後
個

別
に
と
支
援
す
る
こ
と
で
、
配
付
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

設
定
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
操
作
、
授
業
に
活
用
で
き

る
ア
プ
リ
の
活
用
等
に
つ
い
て
職
員
全
体
に
十
分
な
周
知

が
図
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
教
員
の
活
用
が
始
ま
る
と
次
に
心
配
さ
れ
た
の
が
、
生

徒
た
ち
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
方
法
で
し
た
。「
ゲ
ー
ム
を
し

て
い
た
ら
…
」「
不
適
切
な
サ
イ
ト
を
見
て
い
た
ら
…
」

等
、
不
安
の
声
が
上
が
り
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
結
論

は
、「
学
習
目
的
を
前
面
に
出
し
、
問
題
が
出
て
く
れ
ば
、

そ
の
都
度
早
目
に
対
処
す
る
」
で
し
た
。
事
前
に
「
あ
れ

ダ
メ
、
こ
れ
ダ
メ
」
と
禁
止
す
る
の
で
は
な
く
、
道
徳
等

で
情
報
モ
ラ
ル
も
取
り
上
げ
な
が
ら
、
生
徒
自
身
に
よ
り

よ
い
使
い
方
を
考
え
さ
せ
る
方
法
を
と
っ
た
の
で
す
。
結

果
、
こ
の
方
法
が
う
ま
く
進
み
、
幸
い
に
も
、
大
き
な
問

題
は
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
教
員
の
働
き
方
改
革
」

　
文
書
作
成
等
に
役
立
つ
の
は
パ
ソ
コ
ン
で
す
が
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
は
文
書
閲
覧
、
情
報
共
有
に
適
し
て
い
ま
す
。
こ

の
利
点
を
生
か
し
て
、
教
員
が
時
間
的
ゆ
と
り
を
生
み
出

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
先
ず
は
毎
日
の
職
員
連
絡
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
配
信
と
し
、

慣
れ
た
と
こ
ろ
で
運
営
委
員
会
や
職
員
会
資
料
、
各
種
研

修
資
料
等
も
す
べ
て
同
様
と
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
職
員

の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
瞬
時
に
集
計
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
授
業
で
使
用
す
る
教
材
、
例
え
ば

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
も
電
子
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
方
法
で
生
み
出
さ
れ
た
時
間
が
積
み
重
な
り
、
長

時
間
の
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
す
。
余
談
で
す
が
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
が
進
み
、
予
算
削
減
、
環
境
へ
の
配
慮
に

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
学
び
方
改
革
」

　
本
校
の
生
徒
た
ち
の
1
日
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
充
電
保

管
庫
か
ら
取
り
出
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
朝
の
帯
時
間
で

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ド
リ
ル
学
習
を
行
い
ま
す
。
授
業
が

始
ま
れ
ば
、
社
会
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
一
人
調
べ
、

音
楽
で
は
個
別
に
イ
ヤ
ホ
ン
を
付
け
て
作
曲
、
英
語
で
は

絵
や
写
真
を
提
示
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
体
育
で

は
撮
っ
た
映
像
を
ス
ロ
ー
再
生
し
て
自
身
の
課
題
を
発
見
、

そ
し
て
総
合
的
な
学
習
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
記
入
し
た
個

人
の
意
見
を
大
型
テ
レ
ビ
で
共
有
し
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
集
中
し
ま
す
。
帰
り
の
会
で
は
、
1
日
の
生
活
を
振

り
返
っ
て
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
反
省
を
記
入
し
、
1
日
が
終
了

す
る
の
で
す
。

　
行
事
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
大
活
躍
で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
、

文
化
祭
で
は
体
育
館
ス
テ
ー
ジ
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
映
像
配

信
を
し
ま
し
た
。
新
入
生
説
明
会
で
は
、
生
徒
自
身
が
作

成
し
た
学
校
紹
介
ビ
デ
オ
を
披
露
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。「
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入
さ
れ
、
私
は
主
に
学
習
面
で

の
充
実
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
英
語
の
リ
ス
ニ

ン
グ
な
ど
、
自
分
で
は
学
習
し
づ
ら
い
内
容
も
ア
プ
リ
を

使
え
ば
簡
単
に
行
え
ま
す
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
際
も
効
率
よ
く
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
使
い
方
を
間
違
え
れ
ば
、
人
を
傷
つ
け
た

り
、
学
校
生
活
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
う
目
的
を
理
解
し
、
適
切
に
使
用
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。」
こ
う
い
っ
た
感
想
か
ら
も
、
生
徒
が
大

き
く
成
長
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
今
年
の
2
月
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
、
校
長
が
従
来
の
伝
統
的
な
授
業
に
こ
だ
わ
る
傾
向

が
強
い
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
遅
れ
、
逆
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
新
し
い
授
業
形
態
に
積
極
的
な
場
合
に

は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
が
進
む
、
な
ど
の
分
析

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
分
析
に
つ

い
て
、
文
部
科
学
大
臣
は
「
間
違
っ
て

も
校
長
が
ブ
レ
ー
キ
に
な
っ
て
は
い
け

な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
私
自
身
、
校
長
と
し
て
、
ま
た
本
会

の
理
事
長
と
し
て
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
子
ど
も
た
ち
の
学
び
方
改
革
」、

「
教
員
の
働
き
方
改
革
」
を
一
層
推
進

す
る
た
め
の
ア
ク
セ
ル
に
な
っ
て
い
き

ま
す
。

3－ －



4－ －

海中渡御に向かう上区「剣の山車」

八剱神社前での山車揃え

　
三
谷
祭
は
、
三
谷
町
に
あ
る
西
の
八
劔
神

社
お
よ
び
東
の
若
宮
神
社
の
例
大
祭
で
あ
る
。

　
元
禄
9
年
（
1
6
9
6
年
）
8
月
の
あ
る

夜
、
三
谷
村
の
庄
屋
「
佐
左
衛
門
」
が
「
こ

の
郷
の
産
子
神
で
あ
る
八
劔
大
明
神
が
、
村

の
東
辺
の
若
宮
八
幡
（
若
宮
神
社
）
へ
渡
御

な
さ
れ
た
」
と
い
う
夢
を
見
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
佐
左
衛
門
は
、「
こ
れ
は
ま
さ
し

く
神
の
お
告
げ
で
あ
る
」
と
、
早
速
、
神
輿

を
設
え
八
劔
宮
の
ご
神
霊
を
移
し
、
若
宮
へ

お
渡
し
し
た
。
こ
れ
が
「
三
谷
祭
」
の
始
ま

り
と
言
わ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
全
村
挙
げ
て
組
織
化
さ
れ
た
祭
礼
の
最
も

古
い
も
の
は
、
正
徳
2
年
（
1
7
1
2
年
）

に
記
録
が
あ
り
、
そ
の
頃
か
ら
村
全
体
の
行

事
と
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

村
の
発
展
と
共
に
祭
り
は
盛
大
に
な
り
、
京

都
祇
園
祭
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
絢
爛

豪
華
で
雄
大
な
山
車
を
、
各
区
が
競
っ
て
建

造
し
、
こ
れ
を
海
中
に
曳
き
入
れ
て
渡
り
、

賑
や
か
な
余
興
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
創
始
当
初
か
ら
重
陽
の
節
句
（
9
月
9

日
）
当
日
を
祭
日
と
し
て
神
幸
の
儀
式
（
神

輿
渡
御
）
が
執
り
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

現
在
で
は
、
潮
位
の
関
係
か
ら
10
月
第
3
日

曜
日
か
第
4
日
曜
日
を
原
則
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。

　
華
や
か
な
奉
納
芸
能
に
目
が
奪
わ
れ
が
ち

だ
が
、
そ
の
実
は
祭
祀
が
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
、
神
と
の
対
話
か
ら
祭
り
は
始
ま
る
。
神

饌
（
神
様
に
献
上
す
る
食
事
）
を
供
え
、
ま

た
神
田
で
と
れ
た
米
で
作
っ
た
白
酒
な
ど
を

捧
げ
る
な
ど
、
上
代
か
ら
の
形
式
が
残
る
儀

式
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
頃
、
拝
殿
前
で
は
祭

り
の
始
ま
り
を
宣
言
す
る
事
触
れ
が
行
わ
れ

た
後
、
祭
文
が
称
え
ら
れ
、
神
を
鎮
め
る
。

ま
た
、
豊
川
水
系
の
十
数
ヶ
所
に
残
る
疫
鬼

を
押
さ
え
る
笹
踊
り
（
く
ぐ
り
太
鼓
）
を
神

へ
捧
げ
る
。

　⑴
　山や

車ま

揃ぞ
ろ

え

　
4
台
の
山
車
が
、
各
区
を
に
ぎ
や
か
に
出

発
し
て
西
の
八
剱
神
社
に
集
ま
る
。
並
ん
だ

光
景
は
美
し
く
、
観
客
を
魅
了
す
る
。

　⑵
　山
車
の
海か

い
中ち

ゅ
う

曳え
い

行こ
う

　
山
車
の
「
海
中
渡
御
」
と
も
言
う
。
山
車

を
海
中
曳
行
す
る
理
由
と
し
て
は
、
山
車
を

海
に
入
れ
れ
ば
浮
力
が
付
い
て
曳
き
や
す
い

と
い
う
こ
と
、
本
質
的
に
は
海
浜
を
通
っ
た

方
が
楽
だ
と
い
う
こ
と
、
昔
は
集
落
の
中
の

道
路
が
狭
か
っ
た
こ
と
、
波
打
際
を
通
れ
ば

地
盤
が
固
く
、
進
み
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
時
代
の
変

遷
に
伴
い
、
若
宮
神
社
前
の
海
岸
を
埋
め
立

て
る
こ
と
に
な
り
、
伝
統
の
海
中
渡
御
は
、

昭
和
35
年
の
祭
礼
を
最
後
に
姿
を
消
し
た
。

　
そ
の
後
、
三
谷
祭
創
始
3
0
0
年
目
に
あ

た
り
、
山
車
の
海
中
曳
き
入
れ
の
復
活
を
期

待
す
る
声
が
高
ま
っ
て
き
た
。
若
宮
神
社
東

の
海
岸
に
お
い
て
、
平
成
7
年
に
北
区
の

「
三
蓋
傘
の
山
車
」
の
海
中
試
し
曳
き
が
行

わ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
翌
年
に
上
区
の

「
剣
の
山
車
」、
西
区
の
「
恵
比
寿
の
山

車
」、
中
区
の
「
花
山
車
」
の
4
台
共
、
海

中
引
き
入
れ
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

海
中
渡
御
が
復
活
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
三
谷
祭
は
、
松
区
・
東
区
・
上
区
・
西

区
・
北
区
・
中
区
の
6
区
が
子
踊
り
や
伝
統

の
練
（
踊
り
）
な
ど
を
奉
納
し
、
祭
り
を
盛

り
上
げ
る
。

　⑴
　松
区
（
笹
踊
り
〈
く
ぐ
り
太
鼓
〉）

　
「
く
ぐ
り
太
鼓
」
は
、
歌
詞
も
お
囃
子
も

な
く
、
三
つ
巴
文
様
を
あ
し
ら
っ
た
親
太
鼓

一
人
と
小
太
鼓
二
人
の
計
三
人
が
、
太
鼓
を

た
た
く
。
素
朴
か
つ
単
調
な
リ
ズ
ム
で
一
見

地
味
に
見
え
る
が
、
力
強
さ
と
重
厚
さ
が
あ

り
、
味
わ
い
深
い
も
の
で
あ
る
。

　⑵
　東
区
（
神
船
若
宮
丸
）

　
東
区
の
山
車
は
、「
神
船
若
宮
丸
」
と
い

う
船
形
の
山
車
を
持
つ
。
地
元
の
人
々
か
ら

は
、「
お
船
さ
ん
」
と
親
称
さ
れ
て
い
る
。

　⑶
　上あ

げ
区く

（
ス
サ
ノ
オ
の
舞
と
子
踊
り
）

　
ス
サ
ノ
オ
の
舞
は
、
天
孫
降
臨
の
古
事
に

ち
な
ん
で
お
り
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
を
は

じ
め
と
し
た
6
神
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
る
。
踊

り
の
手
具
に
は
、
扇
・
綱
・
剣
・
鈴
の
４
種

類
が
あ
る
。
子
踊
り
は
、
ス
サ
ノ
オ
の
舞
の

お
付
き
の
踊
り
と
し
て
始
ま
り
、
現
在
は
小

学
1
年
〜
6
年
の
男
女
が
参
加
し
、
当
日
は

祭
り
を
華
や
か
に
し
て
い
る
。

　⑷
　西
区
（
獅
子
神
楽
）

　
獅
子
神
楽
は
、
獅
子
の
面
を
か
ぶ
っ
て
舞

を
踊
る
。
さ
ら
に
そ
の
舞
が
終
わ
る
と
、
古

く
か
ら
続
く
「
朝
顔
日
記
」
と
呼
ば
れ
る
歌

舞
伎
の
演
目
が
奉
納
さ
れ
る
。

　⑸
　北
区
（
七
福
神
踊
り
）

　
七
福
神
踊
り
と
は
、
白
狐
・
福
禄
寿
・
毘

沙
門
天
・
寿
老
人
・
布
袋
・
大
黒
天
・
蛭
子

（
恵
比
寿
）
に
よ
る
踊
り
を
指
し
、「
綱
」

「
杖
」「
鈴
」
の
3
種
類
の
踊
り
か
ら
成
る
。

三
谷
祭
で
は
、
弁
財
天
が
キ
ツ
ネ
に
化
け
て

加
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　⑹
　中
区
（
連
獅
子
踊
り
）

　
連
獅
子
踊
り
は
「
連
れ
獅
子
」「
狂
い
」

「
巴
」「
登
り
」「
御
神
楽
」
の
5
種
類
か

ら
成
り
、
白
毛
4
人
と
赤
毛
4
人
の
8
人
が
、

二
人
一
組
で
踊
る
。
白
毛
の
踊
り
子
を

「
親
」、
赤
毛
の
踊
り
子
を
「
子
」
と
言
う
。

切
れ
よ
く
踊
る
こ
と
が
肝
要
と
さ
れ
、
長
い

赤
白
の
髪
が
自
在
に
動
く
様
は
、
見
て
い
る

側
の
心
を
奪
う
。

　
三
谷
町
民
は
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
め
る
三
谷
祭
の
開
催
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
伝
統
を
現
代
、
そ
し
て
未
来

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
町
民
一
体
と
な
っ
て

「
三
谷
祭
」
を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
。

厳
粛
な
中
、

　神
と
の
対
話
か
ら
始
ま
る

蒲
郡
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

三河の文化を訪ねて
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三
谷
六
区
を
あ
げ
て
、
村
の
発
展
と
と
も
に
、
祖
先
崇
拝
と
郷
土
愛
を
心
の
糧
に
、

先
人
の
残
し
た
文
化
遺
産
を
現
代
に
受
け
継
ぐ
祭
り
で
あ
る
。
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5－ －

海中渡御

⑴ 松区・くぐり太鼓

⑵ 東区・神船若宮丸

⑶ 上区・スサノオの舞

⑷ 西区・獅子神楽

⑸ 北区・七福神踊り

⑹ 中区・連獅子踊り

　
三
谷
祭
は
、
三
谷
町
に
あ
る
西
の
八
劔
神

社
お
よ
び
東
の
若
宮
神
社
の
例
大
祭
で
あ
る
。

　
元
禄
9
年
（
1
6
9
6
年
）
8
月
の
あ
る

夜
、
三
谷
村
の
庄
屋
「
佐
左
衛
門
」
が
「
こ

の
郷
の
産
子
神
で
あ
る
八
劔
大
明
神
が
、
村

の
東
辺
の
若
宮
八
幡
（
若
宮
神
社
）
へ
渡
御

な
さ
れ
た
」
と
い
う
夢
を
見
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
佐
左
衛
門
は
、「
こ
れ
は
ま
さ
し

く
神
の
お
告
げ
で
あ
る
」
と
、
早
速
、
神
輿

を
設
え
八
劔
宮
の
ご
神
霊
を
移
し
、
若
宮
へ

お
渡
し
し
た
。
こ
れ
が
「
三
谷
祭
」
の
始
ま

り
と
言
わ
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　
全
村
挙
げ
て
組
織
化
さ
れ
た
祭
礼
の
最
も

古
い
も
の
は
、
正
徳
2
年
（
1
7
1
2
年
）

に
記
録
が
あ
り
、
そ
の
頃
か
ら
村
全
体
の
行

事
と
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

村
の
発
展
と
共
に
祭
り
は
盛
大
に
な
り
、
京

都
祇
園
祭
の
影
響
を
受
け
た
と
さ
れ
る
絢
爛

豪
華
で
雄
大
な
山
車
を
、
各
区
が
競
っ
て
建

造
し
、
こ
れ
を
海
中
に
曳
き
入
れ
て
渡
り
、

賑
や
か
な
余
興
を
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
創
始
当
初
か
ら
重
陽
の
節
句
（
9
月
9

日
）
当
日
を
祭
日
と
し
て
神
幸
の
儀
式
（
神

輿
渡
御
）
が
執
り
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

現
在
で
は
、
潮
位
の
関
係
か
ら
10
月
第
3
日

曜
日
か
第
4
日
曜
日
を
原
則
と
し
て
行
わ
れ

て
い
る
。

　
華
や
か
な
奉
納
芸
能
に
目
が
奪
わ
れ
が
ち

だ
が
、
そ
の
実
は
祭
祀
が
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
、
神
と
の
対
話
か
ら
祭
り
は
始
ま
る
。
神

饌
（
神
様
に
献
上
す
る
食
事
）
を
供
え
、
ま

た
神
田
で
と
れ
た
米
で
作
っ
た
白
酒
な
ど
を

捧
げ
る
な
ど
、
上
代
か
ら
の
形
式
が
残
る
儀

式
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
頃
、
拝
殿
前
で
は
祭

り
の
始
ま
り
を
宣
言
す
る
事
触
れ
が
行
わ
れ

た
後
、
祭
文
が
称
え
ら
れ
、
神
を
鎮
め
る
。

ま
た
、
豊
川
水
系
の
十
数
ヶ
所
に
残
る
疫
鬼

を
押
さ
え
る
笹
踊
り
（
く
ぐ
り
太
鼓
）
を
神

へ
捧
げ
る
。

　⑴
　山や

車ま

揃ぞ
ろ

え

　
4
台
の
山
車
が
、
各
区
を
に
ぎ
や
か
に
出

発
し
て
西
の
八
剱
神
社
に
集
ま
る
。
並
ん
だ

光
景
は
美
し
く
、
観
客
を
魅
了
す
る
。

　⑵
　山
車
の
海か

い
中ち

ゅ
う

曳え
い

行こ
う

　
山
車
の
「
海
中
渡
御
」
と
も
言
う
。
山
車

を
海
中
曳
行
す
る
理
由
と
し
て
は
、
山
車
を

海
に
入
れ
れ
ば
浮
力
が
付
い
て
曳
き
や
す
い

と
い
う
こ
と
、
本
質
的
に
は
海
浜
を
通
っ
た

方
が
楽
だ
と
い
う
こ
と
、
昔
は
集
落
の
中
の

道
路
が
狭
か
っ
た
こ
と
、
波
打
際
を
通
れ
ば

地
盤
が
固
く
、
進
み
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ

と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
時
代
の
変

遷
に
伴
い
、
若
宮
神
社
前
の
海
岸
を
埋
め
立

て
る
こ
と
に
な
り
、
伝
統
の
海
中
渡
御
は
、

昭
和
35
年
の
祭
礼
を
最
後
に
姿
を
消
し
た
。

　
そ
の
後
、
三
谷
祭
創
始
3
0
0
年
目
に
あ

た
り
、
山
車
の
海
中
曳
き
入
れ
の
復
活
を
期

待
す
る
声
が
高
ま
っ
て
き
た
。
若
宮
神
社
東

の
海
岸
に
お
い
て
、
平
成
7
年
に
北
区
の

「
三
蓋
傘
の
山
車
」
の
海
中
試
し
曳
き
が
行

わ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
翌
年
に
上
区
の

「
剣
の
山
車
」、
西
区
の
「
恵
比
寿
の
山

車
」、
中
区
の
「
花
山
車
」
の
4
台
共
、
海

中
引
き
入
れ
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

海
中
渡
御
が
復
活
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　
三
谷
祭
は
、
松
区
・
東
区
・
上
区
・
西

区
・
北
区
・
中
区
の
6
区
が
子
踊
り
や
伝
統

の
練
（
踊
り
）
な
ど
を
奉
納
し
、
祭
り
を
盛

り
上
げ
る
。

　⑴
　松
区
（
笹
踊
り
〈
く
ぐ
り
太
鼓
〉）

　
「
く
ぐ
り
太
鼓
」
は
、
歌
詞
も
お
囃
子
も

な
く
、
三
つ
巴
文
様
を
あ
し
ら
っ
た
親
太
鼓

一
人
と
小
太
鼓
二
人
の
計
三
人
が
、
太
鼓
を

た
た
く
。
素
朴
か
つ
単
調
な
リ
ズ
ム
で
一
見

地
味
に
見
え
る
が
、
力
強
さ
と
重
厚
さ
が
あ

り
、
味
わ
い
深
い
も
の
で
あ
る
。

　⑵
　東
区
（
神
船
若
宮
丸
）

　
東
区
の
山
車
は
、「
神
船
若
宮
丸
」
と
い

う
船
形
の
山
車
を
持
つ
。
地
元
の
人
々
か
ら

は
、「
お
船
さ
ん
」
と
親
称
さ
れ
て
い
る
。

　⑶
　上あ

げ
区く

（
ス
サ
ノ
オ
の
舞
と
子
踊
り
）

　
ス
サ
ノ
オ
の
舞
は
、
天
孫
降
臨
の
古
事
に

ち
な
ん
で
お
り
、
ス
サ
ノ
オ
ノ
ミ
コ
ト
を
は

じ
め
と
し
た
6
神
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
る
。
踊

り
の
手
具
に
は
、
扇
・
綱
・
剣
・
鈴
の
４
種

類
が
あ
る
。
子
踊
り
は
、
ス
サ
ノ
オ
の
舞
の

お
付
き
の
踊
り
と
し
て
始
ま
り
、
現
在
は
小

学
1
年
〜
6
年
の
男
女
が
参
加
し
、
当
日
は

祭
り
を
華
や
か
に
し
て
い
る
。

　⑷
　西
区
（
獅
子
神
楽
）

　
獅
子
神
楽
は
、
獅
子
の
面
を
か
ぶ
っ
て
舞

を
踊
る
。
さ
ら
に
そ
の
舞
が
終
わ
る
と
、
古

く
か
ら
続
く
「
朝
顔
日
記
」
と
呼
ば
れ
る
歌

舞
伎
の
演
目
が
奉
納
さ
れ
る
。

　⑸
　北
区
（
七
福
神
踊
り
）

　
七
福
神
踊
り
と
は
、
白
狐
・
福
禄
寿
・
毘

沙
門
天
・
寿
老
人
・
布
袋
・
大
黒
天
・
蛭
子

（
恵
比
寿
）
に
よ
る
踊
り
を
指
し
、「
綱
」

「
杖
」「
鈴
」
の
3
種
類
の
踊
り
か
ら
成
る
。

三
谷
祭
で
は
、
弁
財
天
が
キ
ツ
ネ
に
化
け
て

加
わ
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　⑹
　中
区
（
連
獅
子
踊
り
）

　
連
獅
子
踊
り
は
「
連
れ
獅
子
」「
狂
い
」

「
巴
」「
登
り
」「
御
神
楽
」
の
5
種
類
か

ら
成
り
、
白
毛
4
人
と
赤
毛
4
人
の
8
人
が
、

二
人
一
組
で
踊
る
。
白
毛
の
踊
り
子
を

「
親
」、
赤
毛
の
踊
り
子
を
「
子
」
と
言
う
。

切
れ
よ
く
踊
る
こ
と
が
肝
要
と
さ
れ
、
長
い

赤
白
の
髪
が
自
在
に
動
く
様
は
、
見
て
い
る

側
の
心
を
奪
う
。

　
三
谷
町
民
は
子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に

な
っ
て
楽
し
め
る
三
谷
祭
の
開
催
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
。
伝
統
を
現
代
、
そ
し
て
未
来

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
町
民
一
体
と
な
っ
て

「
三
谷
祭
」
を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
。

各
区
で

　
　そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
も
つ
祭
り
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ぎ
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お
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　⑴

　設
立
の
経
緯

　
昭
和
36
年
5
月
30
日
に
三
河
教
育
研
究
会

（
以
下
、
三
教
研
）
の
設
立
総
会
は
行
わ
れ

て
い
る
。「
三
河
の
風
土
に
根
ざ
し
、
子
ど

も
を
中
心
に
据
え
た
教
育
を
実
践
す
る
」
と

い
う
先
人
達
の
高
い
理
想
と
「
三
河
の
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
に
、
三
河
の
教
師
た
ち
に

よ
る
優
れ
た
教
育
を
保
障
し
た
い
」
と
い
う

熱
い
思
い
が
結
集
さ
れ
た
会
で
あ
っ
た
と
伝

え
聞
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
も
、
三
河
に
は
各

科
の
自
主
研
究
会
が
あ
り
、
本
会
の
前
身
と

な
っ
て
い
る
。
昭
和
24
年
の
造
形
教
育
研
究

会
発
足
を
き
っ
か
け
に
算
数
科
、
社
会
科
、

音
楽
科
、
昭
和
32
年
の
国
語
科
ま
で
三
河
全

域
を
対
象
と
し
た
研
究
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
年
々
活
発
に
な
る
活
動
に
対
し
て
、
三

河
小
中
学
校
長
会
が
各
研
究
会
を
発
展
的
に

統
合
・
再
編
し
、
設
立
さ
れ
た
の
が
現
在
の

三
教
研
で
あ
る
。
統
合
に
際
し
て
は
、
現
場

の
教
師
の
「
も
っ
と
広
く
、
深
く
研
究
す
る

場
が
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
大
き
な
支
え
と

な
っ
た
と
言
う
。
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
私
た
ち

は
、
今
一
度
そ
の
思
い
を
再
確
認
し
た
い
。

　⑵

　組
織
の
概
要

　
発
足
当
時
は
、4
7
1
校
、会
員
7
4
1
9

名
で
、
国
語
、
社
会
、
算
数
数
学
、
理
科
、

音
楽
、
造
形
、
保
健
体
育
、
技
術
・
家
庭
、

英
語
の
九
部
会
と
い
う
組
織
だ
っ
た
。
現
在

は
、
4
8
7
校
、
1
万
2
0
4
5
名
と
い
う

大
き
な
研
究
団
体
に
発
展
し
て
き
た
。
16
支

部
、
15
部
会
・
5
委
員
会
、
総
務
・
広
報
・

調
査
の
3
つ
の
常
任
委
員
会
で
組
織
さ
れ
、

活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
三
河
の
小
中
学
校
に
勤
務
す
る
全
て
の
教

員
が
所
属
を
す
る
三
河
最
大
の
研
究
組
織
で

あ
る
。

　⑴

　部
会
・
委
員
会

　
部
会
・
委
員
会
の
活
動
は
、
部
会
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
進
め
ら
れ
る
。

各
教
科
・
領
域
の
教
育
研
究
推
進
の
た
め
に
、

研
修
会
、
研
究
大
会
等
を
実
施
し
た
り
、
研

究
実
践
を
ま
と
め
た
研
究
集
録
を
発
刊
し
た

り
し
て
い
る
。
三
河
各
地
の
実
践
の
発
表
と

協
議
の
機
会
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
教
員

自
ら
の
資
質
向
上
の
た
め
に
、
講
演
会
等
も

同
時
に
開
催
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
成
果
を
示
す

「
み
か
わ
の
子
」
の
発
刊
（
国
語
部
）
や

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

開
催
（
英
語
部
）
も
部
会
の
重
要
な
活
動
に

な
っ
て
い
る
。

　⑵

　授
業
力
養
成
講
座

　
平
成
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
授
業
力
養
成

講
座
は
、
各
支
部
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め

ら
れ
て
き
た
本
部
事
業
で
あ
る
。

　
授
業
論
を
学
ぶ
「
夏
期
講
座
」
と
実
際
の

授
業
実
践
を
通
し
て
学
ぶ
「
秋
期
講
座
」
の

2
本
立
て
で
行
わ
れ
て
い
る
。
会
場
と
な
る

地
区
は
、
2
巡
目
に
入
っ
て
お
り
、
中
堅
教

員
だ
け
で
な
く
、
若
手
教
員
の
研
修
の
場
と

し
て
も
有
効
な
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
講
座
を
立
ち
上
げ
た
当
時
の
三
教
研

会
長
白
井
正
康
先
生
は
、「
三
河
教
育
研
究

会
五
〇
年
誌
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　「
三
河
教
育
研
究
会
の
原
点
に
戻
り
、『
授

業
で
子
ど
も
を
育
て
る
』『
授
業
で
子
ど
も

を
鍛
え
る
』
そ
ん
な
教
師
の
育
成
を
め
ざ
し
、

東
西
三
河
の
会
場
を
分
け
て
授
業
力
養
成
講

座
を
新
規
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

夏
季
と
冬
季
の
2
講
座
を
開
催
し
理
論
と
実

践
の
融
合
を
図
り
な
が
ら
、
確
か
な
授
業
力

を
め
ざ
し
ま
し
た
。」

　
今
年
度
は
、
新
城
･
北
設
地
区
、
刈
谷
・
高

浜
地
区
を
会
場
に
し
て
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。
開
講
当
時
の
思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

時
代
に
即
し
た
研
修
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

　⑶

　会
報
「
教
育
み
か
わ
」
の
発
行

　
広
報
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
会
報
「
教

育
み
か
わ
」
を
年
3
回
発
行
し
て
い
る
。
総

会
・
教
育
講
演
会
、
部
会
の
研
究
大
会
の
概

要
を
参
加
者
の
意
見
や
感
想
と
と
も
に
掲
載

し
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
教
師
に
も
伝
わ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
支
部
の
取
組
や

支
部
を
代
表
す
る
研
究
実
践
を
報
告
す
る
こ

と
に
よ
り
、
支
部
間
の
横
の
つ
な
が
り
や
情

報
共
有
に
役
立
つ
構
成
を
意
図
し
て
い
る
。

　
三
教
研
の
会
報
は
昭
和
36
年
7
月
「
三
河

教
育
研
究
会
会
報
第
1
号
」
と
し
て
発
刊
さ

れ
た
。
15
周
年
記
念
に
「
三
教
研
会
報
」
が

復
刻
さ
れ
、
そ
の
後
5
年
毎
に
平
成
23
年
の

「
五
〇
年
誌
」
ま
で
、
記
念
誌
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
間
、
昭
和
57
年
に
「
三
教

研
会
報
」
か
ら
現
在
の
「
教
育
み
か
わ
」
に

改
名
さ
れ
て
い
る
。「
教
育
み
か
わ
」
を
紐

解
く
こ
と
で
、
先
輩
諸
氏
の
三
河
の
教
育
に

対
す
る
思
い
や
「
子
ど
も
あ
り
き
」
の
教
育

の
営
み
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 

三
教
研
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
平
成
26

年
度
以
降
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
今
年
度
は
、「
五
〇
年

誌
」
以
降
の
10
年
分
を
ま
と
め
た
『
三
河
教

育
研
究
会
六
〇
年
記
念
誌
』
を
発
刊
の
予
定

で
あ
る
。

　⑷

　文
化
振
興
会
刊
行
物
の
編
集

　
愛
知
教
育
文
化
振
興
会
が
刊
行
す
る
刊
行

物
の
編
集
も
、
三
教
研
に
と
っ
て
は
重
要
な

取
組
で
あ
る
。
愛
知
教
育
文
化
振
興
会
の
刊

行
物
は
現
場
の
教
師
の
手
で
作
ら
れ
る
、
子

ど
も
た
ち
の
実
態
に
あ
っ
た
教
材
を
安
価
で

提
供
す
る
も
の
と
し
て
三
河
の
小
中
学
校
に

根
付
い
て
き
た
。
三
教
研
は
、
こ
の
編
集
を

教
員
の
研
修
の
機
会
と
も
と
ら
え
、
目
の
前

の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
編
集

に
あ
た
っ
て
き
た
。
編
集
委
員
は
各
部
会
、

各
支
部
の
会
員
か
ら
部
長
、
支
部
長
の
推
薦

に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
て
い
る
。
三
河
小
中
学

校
長
会
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
編
集

は
三
教
研
で
、
刊
行
は
振
興
会
で
、
事
業
の

推
進
は
校
長
会
で
」
の
協
力
体
制
を
維
持
し

な
が
ら
、
三
河
の
教
育
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
。

　⑸

　実
践
事
例
集
の
発
行

　
調
査
委
員
会
で
は
、
2
年
に
1
度
実
践
事

例
集
を
発
行
す
る
。
令
和
元
・
2
年
度
は

「
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
教
育
〜
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を
図
る
授

業
実
践
〜
」
を
主
題
に
、
各
支
部
小
中
1
校

の
実
践
事
例
を
ま
と
め
た
。
新
学
習
指
導
要

領
の
完
全
実
施
の
時
期
で
あ
り
、
今
日
的
な

教
育
課
題
に
い
か
に
取
り
組
ん
だ
か
を
地
域
、

教
科
・
領
域
を
ま
た
い
で
共
有
す
る
こ
と
が

で
き
成
果
を
あ
げ
た
。
今
年
度
か
ら
は
、
新

し
い
主
題
を
設
定
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
や
、
働
き
方
改
革

の
波
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
教
育
の
営
み

は
粛
々
と
続
く
。
目
の
前
に
子
ど
も
が
い
る

限
り
、
子
ど
も
た
ち
に
最
高
の
教
育
を
提
供

す
る
こ
と
が
我
々
教
師
の
務
め
だ
と
確
信
す

る
。
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
あ
る

三
教
研
の
組
織
や
活
動
の
不
易
と
流
行
を
見

極
め
な
が
ら
、
三
河
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
さ
ら
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
我
々
に

与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
。

三
河
教
育
研
究
会
に
つ
い
て

1

三
教
研
の
主
な
活
動

2

授業を語る（授業力養成講座）

「はじめに子どもありき」の　　　
　　　　　　　教育理念を受け継いで

三河教育研究会

三河教育研究会　会長
（東栄町立東栄中学校長）

岡　田　　守

昭和36年5月に設立された三河教育研究会は今年で満60歳。「はじめに子どもありき」の
姿勢を貫き、改善を加えながら、一つずつ実践を積み重ね、今日に至っている。

特集 研究助成団体の紹介
　本法人は、三河の教育の充実・向上を図るために、小中学
校の教育振興に寄与する教育研究団体に助成を行っている。

6－ －

　⑴

　設
立
の
経
緯

　
昭
和
36
年
5
月
30
日
に
三
河
教
育
研
究
会

（
以
下
、
三
教
研
）
の
設
立
総
会
は
行
わ
れ

て
い
る
。「
三
河
の
風
土
に
根
ざ
し
、
子
ど

も
を
中
心
に
据
え
た
教
育
を
実
践
す
る
」
と

い
う
先
人
達
の
高
い
理
想
と
「
三
河
の
す
べ

て
の
子
ど
も
た
ち
に
、
三
河
の
教
師
た
ち
に

よ
る
優
れ
た
教
育
を
保
障
し
た
い
」
と
い
う

熱
い
思
い
が
結
集
さ
れ
た
会
で
あ
っ
た
と
伝

え
聞
い
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
も
、
三
河
に
は
各

科
の
自
主
研
究
会
が
あ
り
、
本
会
の
前
身
と

な
っ
て
い
る
。
昭
和
24
年
の
造
形
教
育
研
究

会
発
足
を
き
っ
か
け
に
算
数
科
、
社
会
科
、

音
楽
科
、
昭
和
32
年
の
国
語
科
ま
で
三
河
全

域
を
対
象
と
し
た
研
究
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
年
々
活
発
に
な
る
活
動
に
対
し
て
、
三

河
小
中
学
校
長
会
が
各
研
究
会
を
発
展
的
に

統
合
・
再
編
し
、
設
立
さ
れ
た
の
が
現
在
の

三
教
研
で
あ
る
。
統
合
に
際
し
て
は
、
現
場

の
教
師
の
「
も
っ
と
広
く
、
深
く
研
究
す
る

場
が
ほ
し
い
」
と
い
う
声
が
大
き
な
支
え
と

な
っ
た
と
言
う
。
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
私
た
ち

は
、
今
一
度
そ
の
思
い
を
再
確
認
し
た
い
。

　⑵

　組
織
の
概
要

　
発
足
当
時
は
、4
7
1
校
、会
員
7
4
1
9

名
で
、
国
語
、
社
会
、
算
数
数
学
、
理
科
、

音
楽
、
造
形
、
保
健
体
育
、
技
術
・
家
庭
、

英
語
の
九
部
会
と
い
う
組
織
だ
っ
た
。
現
在

は
、
4
8
7
校
、
1
万
2
0
4
5
名
と
い
う

大
き
な
研
究
団
体
に
発
展
し
て
き
た
。
16
支

部
、
15
部
会
・
5
委
員
会
、
総
務
・
広
報
・

調
査
の
3
つ
の
常
任
委
員
会
で
組
織
さ
れ
、

活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
三
河
の
小
中
学
校
に
勤
務
す
る
全
て
の
教

員
が
所
属
を
す
る
三
河
最
大
の
研
究
組
織
で

あ
る
。

　⑴

　部
会
・
委
員
会

　
部
会
・
委
員
会
の
活
動
は
、
部
会
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
に
進
め
ら
れ
る
。

各
教
科
・
領
域
の
教
育
研
究
推
進
の
た
め
に
、

研
修
会
、
研
究
大
会
等
を
実
施
し
た
り
、
研

究
実
践
を
ま
と
め
た
研
究
集
録
を
発
刊
し
た

り
し
て
い
る
。
三
河
各
地
の
実
践
の
発
表
と

協
議
の
機
会
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
教
員

自
ら
の
資
質
向
上
の
た
め
に
、
講
演
会
等
も

同
時
に
開
催
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
成
果
を
示
す

「
み
か
わ
の
子
」
の
発
刊
（
国
語
部
）
や

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の

開
催
（
英
語
部
）
も
部
会
の
重
要
な
活
動
に

な
っ
て
い
る
。

　⑵

　授
業
力
養
成
講
座

　
平
成
22
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
授
業
力
養
成

講
座
は
、
各
支
部
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め

ら
れ
て
き
た
本
部
事
業
で
あ
る
。

　
授
業
論
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学
ぶ
「
夏
期
講
座
」
と
実
際
の

授
業
実
践
を
通
し
て
学
ぶ
「
秋
期
講
座
」
の

2
本
立
て
で
行
わ
れ
て
い
る
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会
場
と
な
る

地
区
は
、
2
巡
目
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て
お
り
、
中
堅
教

員
だ
け
で
な
く
、
若
手
教
員
の
研
修
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場
と

し
て
も
有
効
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機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
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講
座
を
立
ち
上
げ
た
当
時
の
三
教
研

会
長
白
井
正
康
先
生
は
、「
三
河
教
育
研
究

会
五
〇
年
誌
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　「
三
河
教
育
研
究
会
の
原
点
に
戻
り
、『
授

業
で
子
ど
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を
育
て
る
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授
業
で
子
ど
も
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鍛
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る
』
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師
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西
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催
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を
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加
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た
教
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に
も
伝
わ
る
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に
し
て
い
る
。
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、
支
部
の
取
組
や
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す
る
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実
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を
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こ
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に
よ
り
、
支
部
間
の
横
の
つ
な
が
り
や
情

報
共
有
に
役
立
つ
構
成
を
意
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し
て
い
る
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三
教
研
の
会
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は
昭
和
36
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7
月
「
三
河

教
育
研
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会
会
報
第
1
号
」
と
し
て
発
刊
さ

れ
た
。
15
周
年
記
念
に
「
三
教
研
会
報
」
が

復
刻
さ
れ
、
そ
の
後
5
年
毎
に
平
成
23
年
の

「
五
〇
年
誌
」
ま
で
、
記
念
誌
と
し
て
残
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
間
、
昭
和
57
年
に
「
三
教

研
会
報
」
か
ら
現
在
の
「
教
育
み
か
わ
」
に

改
名
さ
れ
て
い
る
。「
教
育
み
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を
紐

解
く
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と
で
、
先
輩
諸
氏
の
三
河
の
教
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に

対
す
る
思
い
や
「
子
ど
も
あ
り
き
」
の
教
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の
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み
の
大
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知
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が
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。
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す
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。
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、
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に
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が
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不
易
と
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、
三
河
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
さ
ら
に
邁
進
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
我
々
に

与
え
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
。

終
わ
り
に

3

実践事例集

会報『教育みかわ』

三教研ホームページ
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　「
発
達
障
害
の
子
ど
も
が
増
え
続
け
て
お
り
、
教
育
や

子
育
て
が
た
い
へ
ん
難
し
く
な
っ
て
い
る
」
よ
く
耳
に
す

る
問
題
提
起
で
す
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　発
達
障
害
と
は
特
性
の
集
合
体

　
発
達
障
害
と
は
嗜
好
や
行
動
の
特
徴
が
き
わ
だ
っ
た

「
特
性
」
を
持
ち
合
わ
せ
た
状
態
を
示
す
用
語
で
あ
り
、

「
特
性
」
が
「
個
性
」
を
形
成
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
発
達
障
害
と
い
っ
て
も
一
般
的
な
「
障
害
」
の

範
疇
に
は
入
っ
て
い
な
い
の
で
す
が
、「
障
害
」
と
い
う

単
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
多
く
の
誤
解
が
生
じ
て
お

り
、
対
応
に
多
く
の
混
乱
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
特

性
」
を
豊
か
に
持
ち
合
わ
せ
る
人
格
は
個
性
的
で
あ
り
、

良
く
も
悪
く
も
ユ
ニ
ー
ク
な
人
生
を
歩
ま
れ
る
こ
と
が
少

な
く
な
い
で
す
が
、
奇
人
・
変
人
と
称
さ
れ
る
ば
か
り
で

な
く
、
達
人
・
天
才
と
評
さ
れ
る
人
も
多
く
が
発
達
障
害

で
あ
り
、「
特
性
」
豊
か
ゆ
え
、
個
性
的
な
人
柄
で
あ
る

こ
と
が
多
い
の
は
、
周
知
の
事
実
で
す
。

　
特
性
は
脳
の
働
き
方
の
特
徴
で
あ
り
、「
モ
ノ
が
好

き
・
ヒ
ト
は
苦
手
」
「
こ
だ
わ
り
が
強
い
」
と
い
っ
た
特

性
を
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
と
呼
び
、「
注
意
散
漫
」

「
衝
動
性
（
ガ
マ
ン
が
苦
手
）」
を
注
意
欠
陥
多
動
症
と

呼
ん
で
お
り
、
現
時
点
で
お
よ
そ
十
人
の
う
ち
一
人
が
ど

れ
か
該
当
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
特
性
が
少
な

い
人
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
特
性
が
な
け
れ
ば
個
性
的
に

な
ら
ず
、
没
個
性
と
か
凡
人
と
評
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
世
の
大
半
は
こ
の
タ
イ
プ
の
人
で
あ
る
た
め
、

「
平
均
的
」「
標
準
的
」
と
形
容
さ
れ
、
受
け
入
れ
や
す

い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
養
育
者
も
教
師
も
、
平
均
的
で
無

難
を
良
し
と
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、「
特
性
」
あ
る
子

ど
も
は
周
り
の
大
人
の
「
標
準
化
願
望
」
に
苦
し
む
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　発
達
障
害
児
の
教
育
と
子
育
て

　
　
医
師
の
多
く
は
「
こ
だ
わ
り
」
と
「
衝
動
性
（
ガ
マ

ン
が
苦
手
）」
を
強
く
持
ち
合
わ
せ
、「
特
性
」
を
バ
ネ
に

し
な
い
と
受
験
の
難
関
を
突
破
で
き
な
い
？
と
思
わ
せ
る

ほ
ど
で
す
。
そ
の
一
方
で
「
関
わ
り
が
苦
手
」「
不
注
意
」

と
い
っ
た
特
性
に
よ
り
患
者
さ
ん
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
医

師
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
医
学
部
受
験
に
限
ら
ず
、
ど
ん

な
領
域
に
お
い
て
も
他
人
よ
り
秀
で
る
に
は
「
特
性
」
が

不
可
欠
と
言
え
ま
す
が
、
周
り
の
標
準
化
圧
力
が
強
い
と

「
特
性
」
を
バ
ネ
に
飛
躍
す
る
以
前
に
、
自
尊
感
情
や
安

心
感
が
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま
い
、
学
童
期
の
不
安
障
害
で

あ
る
「
登
校
し
ぶ
り
」、
う
つ
状
態
で
あ
る
「
引
き
こ
も

り
」
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
欧
米
で
優
勢
な
個
性
尊
重

に
対
し
、
本
邦
に
お
け
る
標
準
化
圧
力
の
強
さ
が
「
特

性
」
へ
の
寛
容
を
欠
き
、
特
性
児
の
二
次
障
害
を
助
長
す

る
と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
対
策
と

し
て
も
学
校
・
家
庭
で
標
準
化
願
望
の
放
棄
が
有
効
で
す
。

　
発
達
障
害
児
は
長
所
と
短
所
を
著
し
く
併
せ
持
つ
こ
と

が
特
徴
で
あ
り
、
長
所
を
見
つ
け
注
目
し
て
育
み
、
短
所

は
で
き
る
限
り
無
視
す
る
接
し
方
、
つ
ま
り
標
準
化
願
望

を
捨
て
、
褒
め
な
が
ら
育
て
、
心
理
的
・
経
済
的
に
自
立

で
き
る
成
人
へ
の
成
長
を
目
標
に
す
る
べ
き
で
す
。

　「
こ
こ
ろ
」
は
自
信
と
安
心
の
貯
金
箱
で
す
。
ス
ト
レ

ス
と
い
う
出
費
は
誰
で
も
い
つ
で
も
不
可
避
で
す
が
、
貯

金
が
多
け
れ
ば
平
気
な
ス
ト
レ
ス
で
あ
っ
て
も
、
貯
金
が

少
な
い
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
で
す
よ
ね
。
こ
の
違
い
、
す
な
わ
ち

子
ど
も
の
う
ち
に
貯
ま
る
自
信
と
安
心
が
、
将
来
の
「
こ

こ
ろ
」
の
安
定
を
も
た
ら
す
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
彼

ら
に
は
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
で
云
う
「
北
風
」
で
は
な
く
、

「
太
陽
」
の
よ
う
に
接
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

岡崎市出身

S44 岡崎市立六名小学校卒業

S47 岡崎市立竜海中学校卒業

S50 愛知県立岡崎高校卒業

S56 岐阜大学医学部卒業

H 8  第二青い鳥学園 副園長

H10  岡崎市民病院 小児科部長

H25  岡崎市民病院 副院長

H29  岡崎市こども発達センター長

H30  岡崎市民病院 院長

Profile はやかわ　ふみお

　
教
育

　
　
随
想

「
こ
こ
ろ
」
は

　　自
信
と
安
心
の
貯
金
箱

岡
崎
市
民
病
院
長

岡
崎
市
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
長

早
　川
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仲間と協力して「観覧車」を表現する子どもたち

学んだことをツイートする子ども

　コ
ロ
ナ
禍
で
、
当
た
り
前
が
当
た
り
前
で
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
教
師
は
、
前
例
の
な

い
中
で
、
い
か
に
子
ど
も
た
ち
が
よ
り
良
い
学
校
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
模
索
し
、
導
い
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
一
方
、
子
ど
も
た
ち
に

は
、
自
分
で
判
断
し
、
行
動
し
て
い
く
力
を
つ
け
て

い
く
こ
と
が
、
益
々
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
加
藤
先
生
は
、
ア
イ
デ
ィ
ア
豊
富
に
、

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
度
の
学
級
で

は
、
係
活
動
と
は
別
に
、
級
友
や
学
級
の
た
め
に
な

る
こ
と
を
自
ら
考
え
、
実
行
す
る
「
カ
ン
パ
ニ
ー
活

動
」
と
い
う
も
の
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性

を
伸
ば
し
ま
し
た
。
ま
た
、
授
業
で
は
、「
ス
ポ
ン
ジ

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
」
を
教
材
と
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
常
に

子
ど
も
た
ち
の
興
味
・
感
心
を
大
切
に
し
て
学
習
意

欲
を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
学
級
に
は

温
か
な
雰
囲
気
が
あ
り
、笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

（
校
長

　�
田

　章
二
）

　
昨
年
度
は
、
2
年
生
の
担
任
を
し
ま
し
た
。
1
年
間
の

体
育
指
導
の
中
で
、
私
は
「
運
動
の
世
界
に
浸
り
き
る
」

「
学
び
の
メ
タ
認
知
」
の
2
つ
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
大
切
に
し
、
2
学
期
に
「
表
現

リ
ズ
ム
遊
び
」
の
実
践
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず

子
ど
も
た
ち
が
「
運
動
の
世
界
に
浸
り
き
る
」
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
題
材
の
テ
ー
マ
を
「
ど
う
ぶ
つ
ラ
ン
ド
」

「
に
ん
じ
ゃ
の
さ
と
」「
ゆ
う
え
ん
ち
」
の
3
つ
に
設
定

し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
興
味
を
も
っ
て
取
り
組
み
、

心
を
解
放
さ
せ
る
と
と
も
に
題
材
か
ら
得
た
イ
メ
ー
ジ
を

体
全
体
で
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
ウ
サ
ギ
は

か
わ
い
ら
し
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
大
切
に
し
て
飛
び

跳
ね
方
を
工
夫
す
る
子
、「
に
ん
じ
ゃ
は
す
ば
し
っ
こ

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
大

切
に
し
て
、
体
勢
や
走
り
方

を
工
夫
す
る
子
な
ど
、
動
き

に
多
様
性
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
学
び
の
メ
タ
認

知
」
も
意
識
し
ま
し
た
。
メ

タ
認
知
に
は
①
自
己
意
識
、

②
他
者
意
識
の
2
つ
が
大
き

く
関
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
ず
、

①
自
己
意
識
を
大
切
に
す
る

た
め
、
前
時
ま
で
の
学
び
を
視
覚
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
「
学
び
の
足
跡
カ
ー
ド
」
や
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
向

か
っ
て
授
業
の
感
想
を
気
軽
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

「
4
組
ツ
イ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
手
だ
て
に

よ
っ
て
、
初
め
の
う
ち
は
「
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
や
り

た
い
」
と
だ
け
述
べ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、
徐
々
に
自

身
の
学
び
を
認
知
し
始
め
、「
体
を
上
下
に
動
か
し
た
か

ら
上
手
く
リ
ズ
ム
に
乗
れ
た
」「
次
は
こ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

を
も
っ
て
踊
っ
て
み
た
い
」
な
ど
、
自
身
の
学
び
を
具
体

的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
次
に
、

②
他
者
意
識
を
大
切
に
す
る
た
め
、「
友
達
と
協
力
す
る

こ
と
」「
第
三
者
か
ら
評
価
を
受
け
る
こ
と
」
を
授
業
の

中
で
取
り
入
れ
ま
し
た
。「
ゆ
う
え
ん
ち
」
を
題
材
に
し

た
授
業
で
は
、「
ど
う
し
た
ら
、
見
に
来
た
先
生
が
遊
園

地
ら
し
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
か
な
」
と
い
う
学
習
課
題

を
立
て
ま
し
た
。
前
時
ま
で
に
一
人
で
遊
園
地
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
表
現
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
友
達
と
協

力
し
て
表
現
す
る
必
要
性
に
気
付
き
、
複
数
人
で
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
表
現
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
み
ん
な
で
共
有
し
合
い
、

動
き
を
工
夫
す
る
姿
も
見
ら
れ
、「
友
達
と
協
力
し
て
運

動
す
る
こ
と
の
よ
さ
」
を
実
感
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ま
た
、
授
業
の
終
末
で
校
長
先
生
に
「
み
ん
な
の
踊
り
か

ら
遊
園
地
ら
し
さ
が
伝
わ
っ
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
で

す
」
と
褒
め
て
も
ら
え
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
4
組
ツ

イ
ー
ト
」
で
、「
校
長
先
生
に
ぼ
く
た
ち
の
動
き
を
褒
め

て
も
ら
え
て
自
信
に
な
り
ま
し
た
」
と
喜
び
を
爆
発
さ
せ

て
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
体
育
の
研
究
実
践
を
継
続
し
、
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
を
模
索
し
て
い
く
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
関
わ
る

子
ど
も
た
ち
が
「
体
育
っ
て
楽
し
い
」
と
思
え
る
よ
う
、

邁
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。

教
室
の
窓
辺

体
育
で
大
切
な
こ
と
は

岡
崎
市
立
竜
美
丘
小
学
校
　教
諭加

　藤
　雅
　也
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１
　
は
じ
め
に

 

子
ど
も
た
ち
は
、
魅
力
的
な
対
象
と
出
会

う
こ
と
で
、「
や
り
た
い
」「
知
り
た
い
」

と
い
う
思
い
を
も
つ
。
そ
し
て
、
思
い
を

も
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
自
ら
試
行
錯
誤
し
た
り
、
人
や
事

象
と
か
か
わ
っ
た
り
し
て
、
自
分
の
見
方
・

考
え
方
・
感
じ
方
を
広
げ
、
深
め
て
い
く
。

こ
の
姿
こ
そ
、「
自
ら
追
究
し
続
け
る
子
」

の
学
ぶ
姿
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、「
自
ら

追
究
し
続
け
る
子
」
の
学
び
の
意
識
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
学
び
の
流
れ
を

自
ら
追
究
し
続
け
る
学
び
の
４
過
程

《
①
（
意
識
を
ほ
り
お
こ
す
⇩
）
出
会
う
⇩

②
見
通
す
⇩
③
追
究
す
る
⇩
④
発
展
す
る
》

 

と
位
置
づ
け
、
問
題
解
決
的
な
学
習
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
し
た
。 

２
　
１
年
次
の
研
究

◇
意
識
を
ほ
り
お
こ
す
・
出
会
う

　
当
時
在
籍
し
て
い
た
蒲
郡
南
部
小
学
校
で

は
、
地
域
の
市
民
グ
ル
ー
プ
『
小
江
ま
ち
カ

フ
ェ
』
の
方
々
に
よ
る
『
小
学
校
と
地
域
協

働
の
畑
づ
く
り
事
業
』
と
し
て
、
校
内
の

『
が
ま
な
ん
畑
』
に
お
い
て
野
菜
作
り
が
行

わ
れ
て
い
た
。『
小
江
ま
ち
カ
フ
ェ
』
の
野

菜
名
人
の
方
々
か
ら
、
夏
野
菜
の
収
穫
に
招

待
さ
れ
、
収
穫
体
験
を
す
る
場
を
設
定
し
た

こ
と
で
、「
野
菜
作
り
を
し
た
い
」「
野
菜
名

人
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思

い
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

◇
見
通
す

　
学
級
園
の
整
備
や
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
区
画

分
け
、
野
菜
名
人
か
ら
種
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

種
の
観
察
活
動
な
ど
、
繰
り
返
し
野
菜
と
向

き
合
う
時
間
を
保
障
し
、
対
象
に
浸
り
こ
む

時
間
を
設
定
し
た
こ
と
で
、「
野
菜
作
り
を

が
ん
ば
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
高
め
て

い
っ
た
。

◇
追
究
す
る

　
個
の
追
究
を
支
え
る
手
だ
て
と
し
て
、

『
も
し
も
し
メ
ガ
ホ
ン
』『
も
し
も
し
メ
ガ

ネ
』
を
使
用
し
た
観
察
活
動
『
も
し
も
し
タ

イ
ム
』
を
設
け
た
り
、『
健
康
観
察
カ
ー

ド
』
か
ら
個
の
考
え
を
と
ら
え
、
そ
れ
ぞ
れ

に
合
っ
た
朱
書
き
や
対
話
を
行
っ
た
り
し
た
。

　
ま
た
、
よ
り
よ
い
世
話
の
仕
方
に
気
づ
か

せ
る
た
め
に
、
追
究
を
見
直
す
か
か
わ
り
合

い
の
場
『
お
野
菜
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』
を
定
期

的
に
設
け
た
。

　
草
取
り
、
水
や
り
、
間
引
き
な
ど
の
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
、
自
ら
試
行
錯
誤
す
る
と

と
も
に
、
友
達
と
か
か
わ
り
合
う
、
野
菜
名

人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
な
ど
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
は
、
よ
り
よ
い
世
話
の
仕
方
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
て
い
っ
た
。

◇
発
展
す
る

　
育
て
た
野
菜
を
野
菜
名
人
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
食
べ
て
も
ら
い
た

い
場
『
あ
り
が
と
う
パ
ー
テ
ィ
ー
』
を
設
定

し
た
こ
と
で
、
学
び
の
価
値
を
実
感
し
、
前

向
き
に
野
菜
の
世
話
を
し
て
き
た
自
分
自
身

の
が
ん
ば
り
に
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。

３
　
２
年
次
の
研
究

　◇
意
識
を
ほ
り
お
こ
す
・
出
会
う

　
『
小
江
ま
ち
カ

フ
ェ
』
の
方
々
と
一

年
間
を
通
し
て
継
続

的
に
か
か
わ
り
を
も

つ
こ
と
で
、
小
江
ま

ち
カ
フ
ェ
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
親

し
み
深
い
特
別
な
存

在
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
生
活

科
の
年
間
計
画
の
一
つ
の
単
元
と
し
て
、

『
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
』
を
位
置
づ
け
た
。

　
単
元
の
初
め
に
は
、
小
江
地
区
の
人
が
交

流
す
る『
ま
ち
カ
フ
ェ
』を
ま
ね
た『
第
一
回

が
ま
な
ん
カ
フ
ェ
』を
開
催
し
た
。『
第
一

回
が
ま
な
ん
カ
フ
ェ
』
に
お
い
て
、
手
作
り

の
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

も
ら
い
、
回
し
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

遊
ん
だ
り
す
る
時
間
を
保
障
し
た
こ
と
で
、

び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
へ
の
関
心
・
意
欲
を
も

ち
始
め
た
。

◇
見
通
す

　
小
江
ま
ち
カ
フ
ェ
の
方
々
と
の
か
か
わ
り

や
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
遊
び
に
つ
い
て
ふ
り

返
る
話
し
合
い（
問
い
を
生
む
か
か
わ
り
合
い
）

の
場
を
設
け
た
こ
と
で
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
の

す
ご
技
を
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
単
元

を
貫
く
思
い
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

◇
追
究
す
る

　
個
人
追
究
の
時
間
『
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
タ
イ

ム
』
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
試
行
錯
誤

し
、
気
づ
き
を
『
つ
く
る
カ
ー
ド
』『
わ
ざ

カ
ー
ド
』
に
分
け
て
ま
と
め
た
。
こ
れ
ら
の

カ
ー
ド
か
ら
考
え
を
探
り
、
朱
書
き
や
対
話

を
行
っ
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分

の
考
え
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
必
要
感
に
応
じ
て
、

『
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
会
議
』
を
設
け
た
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
作
り
方
や
回
し
方
の
こ
つ
に
つ
い

て
学
び
を
深
め
て
い
っ
た
。

◇
発
展
す
る

　『
第
二
回
が
ま
な
ん
カ
フ
ェ
』
で
び
ゅ
ん

び
ゅ
ん
ご
ま
の
中
間
発
表
会
、『
第
三
回
が

ま
な
ん
カ
フ
ェ
』
で
最
終
発
表
会
を
行
う
こ

と
で
、
追
究
意
欲
を
持
続
し
、
よ
り
高
度
な

技
に
も
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
愛
着
の
高

ま
り
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

４
　
３
年
次
の
研
究

　◇
意
識
を
ほ
り
お
こ
す
・
出
会
う

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
場
見
学
や
自
動
車
プ
ラ

モ
デ
ル
作
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、

自
動
車
作
り
に
対
し
、
興
味
・
関
心
を
高
め

て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
四
年
生
で
の
展
開
図
の
学
習
を
想

起
さ
せ
る
た
め
に
、
サ
イ
コ
ロ
（
立
方
体
）

や
ブ
ロ
ッ
ク
（
直
方
体
）
を
作
り
、
組
み
立

て
て
遊
ぶ
時
間
を
設
け
た
。
そ
の
な
か
で
、

立
体
作
り
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

「
正
確
に
」「
て
い
ね

い
に
」
作
る
こ
と
の
大

切
さ
に
目
を
向
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
自
動
車
作
り
に
興
味

を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
思
い
を
「
夢
の
自
動

車
作
り
」
へ
と
つ
な
げ

る
た
め
に
、
工
作
用
紙

で
作
っ
た
自
動
車
模
型
に
出
会
わ
せ
た
。

　
ま
た
、
蒲
南
作
品
展
（
校
内
の
図
工
作
品

展
示
会
）
に
お
い
て
、『
夢
の
自
動
車
展
覧

会
』
を
開
催
す
る
と
い
う
目
標
を
設
定
し
た
。

◇
見
通
す

　
展
開
図
と
面
ご
と
に
ば
ら
ば

ら
に
か
い
た
図
を
組
み
立
て
た

立
体
を
比
較
す
る
時
間
を
設
け

た
こ
と
で
、
展
開
図
は
、「
速

い
」「
き
れ
い
」「
簡
単
」「
正

確
」
に
で
き
る
と
い
う
よ
さ
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
同
じ
土
俵
で
考
え
、

学
び
を
深
め
る
た
め
に
、
条
件

を
提
示
し
た
。

◇
追
究
す
る

『
蒲
南
自
動
車
の

自
動
車
工
場
』
で

働
く
工
場
長
に

な
っ
た
つ
も
り
で
、

楽
し
み
な
が
ら
、

算
数
的
活
動
を
行

う
こ
と
を
願
い
、

本
当
の
自
動
車
工

場
の
よ
う
な
作
業

工
程
で
夢
の
自
動

車
作
り
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、

一
つ
一
つ
の
部
品

を
制
作
す
る
う
え

で
、『
夢
の
自
動

車
設
計
図
』
を
何

度
も
か
き
直
し
、

工
作
用
紙
に
設
計

図
を
写
し
、
切
っ
て
貼
り
合
わ
せ
る
と
い
う

作
業
を
繰
り
返
し
行
い
自
ら
試
行
錯
誤
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

 

ま
た
、
設
計
図
や
制
作
日
記
か
ら
個
の
考

え
を
と
ら
え
、
朱
書
き
や
対
話
を
行
い
、
励

ま
す
、
正
し
い
展
開
図
の
か
き
方
へ
促
す
な

ど
し
、
個
の
追
究
を
支
え
た
。

 

さ
ら
に
、
よ
り
よ
い
展
開
図
の
か
き
方
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
る
た
め
に
、
子
ど
も
た

ち
の
必
要
感
に
応
じ
て
、
追
究
を
見
直
す
か

か
わ
り
合
い
で
あ
る
『
夢
の
自
動
車
制
作
推

進
会
議
』
を
設
け
た
。
会
議
で
、
様
々
な
展

開
図
の
か
き
方
に
触
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
の
追
究
を
見
直
し
、
よ
り
よ
い
考
え
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◇
発
展
す
る

 

夢
の
自
動
車
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
、
全

員
が
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、
素
晴
ら
し
い

作
品
を
完
成
さ
せ
、『
夢
の
自
動
車
展
覧

会
』
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
単
元
を

ス
タ
ー
ト
す
る
時
点
で
、
展
覧
会
を
開
催
す

る
と
い
う
単
元
を
貫
く
目
標
を
設
定
し
た
こ

と
は
、
意
欲
を
引
き
出
し
、
自
ら
追
究
し
続

け
る
た
め
に
有
効
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

５
　
お
わ
り
に

 

三
年
間
の
研
究
を
積
み
重
ね
る
な
か
で
、

様
々
な
教
科
に
お
い
て
、「
自
ら
追
究
し
続

け
る
学
び
の
４
過
程
」
を
軸
に
し
た
単
元
を

構
想
す
る
こ
と
で
、「
自
ら
追
究
し
続
け
る

子
」
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
っ
た
。

 

ま
た
、
ど
の
教
科
に
お
い
て
も
魅
力
的
な

教
材
を
選
定
し
、
子
ど
も
の
学
び
に
応
じ
て

単
元
構
想
を
柔
軟
に
見
直
し
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

 

今
後
も
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
と

と
も
に
学
び
続
け
て
い
き
た
い
。

「
ぐ
ん
ぐ
ん
そ
だ
て
！
ぼ
く・わ
た
し
の
秋
冬
野
菜
さ
ん

〜
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
あ
り
が
と
う

パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
待
し
よ
う
〜
」の
実
践
を
通
し
て

「
小
江
ま
ち
カ
フ
ェ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
ど
け
！

〜
ぼ
く・わ
た
し
の
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
〜
」の
実
践
を
通
し
て

副
主
題

小
学
一
年

　生
活
科

副
主
題

小
学
一
年

　生
活
科

【生活科年間計画】

321121110987654

第
4
回
が
ま
な
ん
カ
フェ

昔
遊
び
に
挑
戦
②

焼
き
芋
フェス
テ
ィ
バ
ル

　び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま

教
え
て
！
野
菜
名
人
さ
ん
②

（
流
し
そ
う
め
ん
の
会
）

が
ま
な
ん
パ
ー
テ
ィ
ー

昔
遊
び
に
挑
戦
①

教
え
て
！
野
菜
名
人
さ
ん
①

教
え
て
！
植
物
名
人
さ
ん

夏
野
菜
の
植
え
替
え
体
験

月

　
　活

　動
・
単

　元

自
ら
追
究
し
続
け
る
子
の
育
成

蒲郡市立中部中学校
教諭　杉  本 　 芳  依

令和２年度
最優秀論文

11－ －

１
　
は
じ
め
に

 

子
ど
も
た
ち
は
、
魅
力
的
な
対
象
と
出
会

う
こ
と
で
、「
や
り
た
い
」「
知
り
た
い
」

と
い
う
思
い
を
も
つ
。
そ
し
て
、
思
い
を

も
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
自
ら
試
行
錯
誤
し
た
り
、
人
や
事

象
と
か
か
わ
っ
た
り
し
て
、
自
分
の
見
方
・

考
え
方
・
感
じ
方
を
広
げ
、
深
め
て
い
く
。

こ
の
姿
こ
そ
、「
自
ら
追
究
し
続
け
る
子
」

の
学
ぶ
姿
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、「
自
ら

追
究
し
続
け
る
子
」
の
学
び
の
意
識
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
学
び
の
流
れ
を

自
ら
追
究
し
続
け
る
学
び
の
４
過
程

《
①
（
意
識
を
ほ
り
お
こ
す
⇩
）
出
会
う
⇩

②
見
通
す
⇩
③
追
究
す
る
⇩
④
発
展
す
る
》

 

と
位
置
づ
け
、
問
題
解
決
的
な
学
習
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
し
た
。 

２
　
１
年
次
の
研
究

◇
意
識
を
ほ
り
お
こ
す
・
出
会
う

　
当
時
在
籍
し
て
い
た
蒲
郡
南
部
小
学
校
で

は
、
地
域
の
市
民
グ
ル
ー
プ
『
小
江
ま
ち
カ

フ
ェ
』
の
方
々
に
よ
る
『
小
学
校
と
地
域
協

働
の
畑
づ
く
り
事
業
』
と
し
て
、
校
内
の

『
が
ま
な
ん
畑
』
に
お
い
て
野
菜
作
り
が
行

わ
れ
て
い
た
。『
小
江
ま
ち
カ
フ
ェ
』
の
野

菜
名
人
の
方
々
か
ら
、
夏
野
菜
の
収
穫
に
招

待
さ
れ
、
収
穫
体
験
を
す
る
場
を
設
定
し
た

こ
と
で
、「
野
菜
作
り
を
し
た
い
」「
野
菜
名

人
さ
ん
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
思

い
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

◇
見
通
す

　
学
級
園
の
整
備
や
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
区
画

分
け
、
野
菜
名
人
か
ら
種
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

種
の
観
察
活
動
な
ど
、
繰
り
返
し
野
菜
と
向

き
合
う
時
間
を
保
障
し
、
対
象
に
浸
り
こ
む

時
間
を
設
定
し
た
こ
と
で
、「
野
菜
作
り
を

が
ん
ば
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
高
め
て

い
っ
た
。

◇
追
究
す
る

　
個
の
追
究
を
支
え
る
手
だ
て
と
し
て
、

『
も
し
も
し
メ
ガ
ホ
ン
』『
も
し
も
し
メ
ガ

ネ
』
を
使
用
し
た
観
察
活
動
『
も
し
も
し
タ

イ
ム
』
を
設
け
た
り
、『
健
康
観
察
カ
ー

ド
』
か
ら
個
の
考
え
を
と
ら
え
、
そ
れ
ぞ
れ

に
合
っ
た
朱
書
き
や
対
話
を
行
っ
た
り
し
た
。

　
ま
た
、
よ
り
よ
い
世
話
の
仕
方
に
気
づ
か

せ
る
た
め
に
、
追
究
を
見
直
す
か
か
わ
り
合

い
の
場
『
お
野
菜
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』
を
定
期

的
に
設
け
た
。

　
草
取
り
、
水
や
り
、
間
引
き
な
ど
の
様
々

な
問
題
に
つ
い
て
、
自
ら
試
行
錯
誤
す
る
と

と
も
に
、
友
達
と
か
か
わ
り
合
う
、
野
菜
名

人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
な
ど
し
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
は
、
よ
り
よ
い
世
話
の
仕
方
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
て
い
っ
た
。

◇
発
展
す
る

　
育
て
た
野
菜
を
野
菜
名
人
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
食
べ
て
も
ら
い
た

い
場
『
あ
り
が
と
う
パ
ー
テ
ィ
ー
』
を
設
定

し
た
こ
と
で
、
学
び
の
価
値
を
実
感
し
、
前

向
き
に
野
菜
の
世
話
を
し
て
き
た
自
分
自
身

の
が
ん
ば
り
に
も
気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。

３
　
２
年
次
の
研
究

　◇
意
識
を
ほ
り
お
こ
す
・
出
会
う

　
『
小
江
ま
ち
カ

フ
ェ
』
の
方
々
と
一

年
間
を
通
し
て
継
続

的
に
か
か
わ
り
を
も

つ
こ
と
で
、
小
江
ま

ち
カ
フ
ェ
の
お
じ
い

ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
親

し
み
深
い
特
別
な
存

在
へ
と
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
生
活

科
の
年
間
計
画
の
一
つ
の
単
元
と
し
て
、

『
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
』
を
位
置
づ
け
た
。

　
単
元
の
初
め
に
は
、
小
江
地
区
の
人
が
交

流
す
る『
ま
ち
カ
フ
ェ
』を
ま
ね
た『
第
一
回

が
ま
な
ん
カ
フ
ェ
』を
開
催
し
た
。『
第
一

回
が
ま
な
ん
カ
フ
ェ
』
に
お
い
て
、
手
作
り

の
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

も
ら
い
、
回
し
方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、

遊
ん
だ
り
す
る
時
間
を
保
障
し
た
こ
と
で
、

び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
へ
の
関
心
・
意
欲
を
も

ち
始
め
た
。

◇
見
通
す

　
小
江
ま
ち
カ
フ
ェ
の
方
々
と
の
か
か
わ
り

や
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
遊
び
に
つ
い
て
ふ
り

返
る
話
し
合
い（
問
い
を
生
む
か
か
わ
り
合
い
）

の
場
を
設
け
た
こ
と
で
、「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ご
ま
の

す
ご
技
を
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
単
元

を
貫
く
思
い
を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
。

◇
追
究
す
る

　
個
人
追
究
の
時
間
『
び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
タ
イ

ム
』
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
は
試
行
錯
誤

し
、
気
づ
き
を
『
つ
く
る
カ
ー
ド
』『
わ
ざ

カ
ー
ド
』
に
分
け
て
ま
と
め
た
。
こ
れ
ら
の

カ
ー
ド
か
ら
考
え
を
探
り
、
朱
書
き
や
対
話

を
行
っ
た
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分

の
考
え
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
必
要
感
に
応
じ
て
、

『
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
会
議
』
を
設
け
た
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
作
り
方
や
回
し
方
の
こ
つ
に
つ
い

て
学
び
を
深
め
て
い
っ
た
。

◇
発
展
す
る

　『
第
二
回
が
ま
な
ん
カ
フ
ェ
』
で
び
ゅ
ん

び
ゅ
ん
ご
ま
の
中
間
発
表
会
、『
第
三
回
が

ま
な
ん
カ
フ
ェ
』
で
最
終
発
表
会
を
行
う
こ

と
で
、
追
究
意
欲
を
持
続
し
、
よ
り
高
度
な

技
に
も
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
へ
の
愛
着
の
高

ま
り
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

４
　
３
年
次
の
研
究

　◇
意
識
を
ほ
り
お
こ
す
・
出
会
う

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
場
見
学
や
自
動
車
プ
ラ

モ
デ
ル
作
り
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、

自
動
車
作
り
に
対
し
、
興
味
・
関
心
を
高
め

て
い
っ
た
。

　
ま
た
、
四
年
生
で
の
展
開
図
の
学
習
を
想

起
さ
せ
る
た
め
に
、
サ
イ
コ
ロ
（
立
方
体
）

や
ブ
ロ
ッ
ク
（
直
方
体
）
を
作
り
、
組
み
立

て
て
遊
ぶ
時
間
を
設
け
た
。
そ
の
な
か
で
、

立
体
作
り
の
楽
し
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、

「
正
確
に
」「
て
い
ね

い
に
」
作
る
こ
と
の
大

切
さ
に
目
を
向
け
る
こ

と
が
で
き
た
。

　
自
動
車
作
り
に
興
味

を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち

の
思
い
を
「
夢
の
自
動

車
作
り
」
へ
と
つ
な
げ

る
た
め
に
、
工
作
用
紙

で
作
っ
た
自
動
車
模
型
に
出
会
わ
せ
た
。

　
ま
た
、
蒲
南
作
品
展
（
校
内
の
図
工
作
品

展
示
会
）
に
お
い
て
、『
夢
の
自
動
車
展
覧

会
』
を
開
催
す
る
と
い
う
目
標
を
設
定
し
た
。

◇
見
通
す

　
展
開
図
と
面
ご
と
に
ば
ら
ば

ら
に
か
い
た
図
を
組
み
立
て
た

立
体
を
比
較
す
る
時
間
を
設
け

た
こ
と
で
、
展
開
図
は
、「
速

い
」「
き
れ
い
」「
簡
単
」「
正

確
」
に
で
き
る
と
い
う
よ
さ
に

気
づ
く
こ
と
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
同
じ
土
俵
で
考
え
、

学
び
を
深
め
る
た
め
に
、
条
件

を
提
示
し
た
。

◇
追
究
す
る

『
蒲
南
自
動
車
の

自
動
車
工
場
』
で

働
く
工
場
長
に

な
っ
た
つ
も
り
で
、

楽
し
み
な
が
ら
、

算
数
的
活
動
を
行

う
こ
と
を
願
い
、

本
当
の
自
動
車
工

場
の
よ
う
な
作
業

工
程
で
夢
の
自
動

車
作
り
を
行
っ
て

い
く
こ
と
に
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、

一
つ
一
つ
の
部
品

を
制
作
す
る
う
え

で
、『
夢
の
自
動

車
設
計
図
』
を
何

度
も
か
き
直
し
、

工
作
用
紙
に
設
計

図
を
写
し
、
切
っ
て
貼
り
合
わ
せ
る
と
い
う

作
業
を
繰
り
返
し
行
い
自
ら
試
行
錯
誤
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

 

ま
た
、
設
計
図
や
制
作
日
記
か
ら
個
の
考

え
を
と
ら
え
、
朱
書
き
や
対
話
を
行
い
、
励

ま
す
、
正
し
い
展
開
図
の
か
き
方
へ
促
す
な

ど
し
、
個
の
追
究
を
支
え
た
。

 

さ
ら
に
、
よ
り
よ
い
展
開
図
の
か
き
方
に

つ
い
て
学
び
を
深
め
る
た
め
に
、
子
ど
も
た

ち
の
必
要
感
に
応
じ
て
、
追
究
を
見
直
す
か

か
わ
り
合
い
で
あ
る
『
夢
の
自
動
車
制
作
推

進
会
議
』
を
設
け
た
。
会
議
で
、
様
々
な
展

開
図
の
か
き
方
に
触
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

自
分
の
追
究
を
見
直
し
、
よ
り
よ
い
考
え
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

◇
発
展
す
る

 

夢
の
自
動
車
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
、
全

員
が
一
生
懸
命
に
取
り
組
み
、
素
晴
ら
し
い

作
品
を
完
成
さ
せ
、『
夢
の
自
動
車
展
覧

会
』
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
単
元
を

ス
タ
ー
ト
す
る
時
点
で
、
展
覧
会
を
開
催
す

る
と
い
う
単
元
を
貫
く
目
標
を
設
定
し
た
こ

と
は
、
意
欲
を
引
き
出
し
、
自
ら
追
究
し
続

け
る
た
め
に
有
効
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

５
　
お
わ
り
に

 

三
年
間
の
研
究
を
積
み
重
ね
る
な
か
で
、

様
々
な
教
科
に
お
い
て
、「
自
ら
追
究
し
続

け
る
学
び
の
４
過
程
」
を
軸
に
し
た
単
元
を

構
想
す
る
こ
と
で
、「
自
ら
追
究
し
続
け
る

子
」
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
と
わ
か
っ
た
。

 

ま
た
、
ど
の
教
科
に
お
い
て
も
魅
力
的
な

教
材
を
選
定
し
、
子
ど
も
の
学
び
に
応
じ
て

単
元
構
想
を
柔
軟
に
見
直
し
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

 

今
後
も
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、
子
ど
も
と

と
も
に
学
び
続
け
て
い
き
た
い
。

「
ぼ
く
・
わ
た
し
の
『
夢
の
自
動
車
』
を
作
ろ
う
！

　〜
角
柱
と
円
柱
〜
」
の
実
践
を
通
し
て

副
主
題

小
学
五
年

　算
数
科

【工作用紙で作った自動車模型】

【蒲南自動車の作業工程を意識させるための掲示】

【制作推進会議であげられた　
　　三角柱の展開図（抜粋）】

【展開図】 【面ごとにばらばらにかいた図】
塗装なし 塗装あり
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中
学
年
の
実
践
例

　4
年
生
「
お
と
な
に
近
づ
く
わ
た
し
た
ち
」

　
体
育
科
（
保
健
領
域
）
の
単
元
「
育
ち
ゆ
く
体
と
わ
た

し
」
は
、
思
春
期
の
体
の
変
化
や
、
体
の
成
長
の
た
め
に

必
要
な
3
つ
の
要
素
（
食
事
、
運
動
、
休
養
・
睡
眠
）
を

扱
う
こ
と
か
ら
、
養
護
教
諭
が
専
門
性
を
生
か
し
て
授
業

を
担
当
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　
体
つ
き
の
変
化
に
対
す
る

児
童
の
関
心
は
と
て
も
高
い

と
感
じ
る
。
幼
児
か
ら
成
人

へ
と
変
化
す
る
男
女
の
裸
の
イ
ラ
ス
ト
を
掲
示
す
る
と
、

教
室
の
雰
囲
気
が
一
気
に
盛
り
上
が
る
。
初
め
の
う
ち
は
、

思
わ
ず
イ
ラ
ス
ト
か
ら
目
を
背
け
る
児
童
や
、
興
奮
気
味

に
知
っ
て
い
る
言
葉
を
発
す
る
児
童
が
い
る
。
し
か
し
、

誰
に
で
も
起
こ
る
大
事
な
体
の
変
化
だ
と
分
か
り
、
児
童

の
中
に
あ
る
恥
ず
か
し
さ
は
消
え
て
い
く
。
一
方
で
、

「
月
経
」「
初
経
」「
射
精
」「
精
通
」
と
い
っ
た
、
似
た

よ
う
な
言
葉
が
い
く
つ
も
並
ぶ
た
め
、
児
童
の
多
く
は
そ

れ
ら
が
混
同
し
、
理
解
し
づ
ら
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

　「
い
の
ち
」
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、
教
科
書
の
内
容
に

上
手
く
対
応
し
て
い
る
。
児
童
は
教
科
書
を
片
手
に
、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
穴
埋
め
問
題
に
取
り
組
み
、
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
思
春
期
の
体
の
変
化
や
、
月
経
・

射
精
の
し
く
み
が
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

児
童
の
学
習
意
欲
の
向
上
と
理
解
の
促
進
に
つ
な
が
る
と

感
じ
た
。

高
学
年
の
実
践
例

　6
年
生
「『
ら
し
さ
』
っ
て
何
だ
ろ
う
」

　
本
校
は
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
児
童
が
多
く
在
籍
し

て
い
る
。
学
校
生
活
を
通
し
て
、
互
い
の
文
化
や
価
値
観

の
違
い
を
認
め
合
い
、
温
か
な
人
間
関
係
が
構
築
さ
れ
て

い
る
。
多
様
性
を
認
め
合
え
る
本
校
児
童
の
長
所
を
生
か

し
、
本
授
業
を
通
し
て
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
自
分
ら
し

く
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
付
い
た
り
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
へ

の
理
解
を
深
め
た
り
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
学
級
担
任
と
養
護
教
諭
が
役
割
を
分
担
し
、
Ｔ
Ｔ
で
授

業
を
展
開
し
た
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

は
人
口
の
5
〜
7
％
の
割
合
で
存
在
す
る
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
数
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
児
童
の
中
に
も

該
当
者
が
い
る
と
い
う
前
提
で
、
教
師
側
が
配
慮
事
項
を

事
前
に
確
認
す
る
と
と
も
に
、
正
し
い
知
識
を
与
え
る
よ

う
努
め
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
登
場
し
た
二
名
（
植
木
屋
と
し
て
働

く
女
性
、
男
性
養
護
教
諭
）
の
自
分
ら
し
い
生
き
方
や
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
名
称
や
特
徴
に
触
れ
、
児
童
は
自
身
が
も
つ

「
男
ら
し
さ
」
「
女
ら
し
さ
」
の
固
定
観
念
や
性
別
意
識

を
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
授
業
の
感
想
に
は
、

「
自
分
ら
し
さ
を
大
切
に
し
た
い
。」「
相
手
の
よ
さ
を

認
め
て
、
相
手
を
尊
重
し
た
い
。」
と
書
く
児
童
が
多
く

い
た
。
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
沿
っ
て
授
業
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
目
指
す
児
童
の
姿
に
近
づ
い
た
と
感
じ
た
。

「
い
の
ち
」
を
活
用
し
た
授
業

心
と
体
の
成
長
を
支
え
る
健
康
教
育
の
実
践

刊行物の
活用紹介

安
城
市
立
祥
南
小
学
校
　養
護
教
諭

小
　松
　　千
　恵

水
野
　
美
穂

内
藤
　
友
紀

長
嶋
　
隆
子

牛
尾
美
穂
子

鈴
木
　
育
絵

鈴
木
さ
か
え

高
梨
　
亜
希

福
谷
　
直
美

井
上
留
美
子

柴
田
　
　
睦

井
上
　
明
子

青
木
　
久
美

有
田
　
春
美

杉
村
　
　
梢

杉
浦
　
潔
美

徳
増
　
温
子

本
田
千
恵
子

石
野
　
洋
美

佐
藤
　
里
子

米
本
美
砂
保

池
ヶ
谷
秀
美

磯
村
由
紀
子

大
門
樹
久
世

近
藤
　
智
子

粂
　
　
峰
子

石
田
　
紀
一

山
科
　
美
保

林
　
　
吉
子

中
野
恵
理
子

小
野
　
正
巳

梅
園
小
学
校

福
岡
小
学
校

常
磐
南
小
学
校

豊
富
小
学
校

中
央
小
学
校

朝
日
小
学
校

富
士
松
南
小
学
校

畝
部
小
学
校

則
定
小
学
校

五
ケ
丘
東
小
学
校

衣
丘
小
学
校

青
木
小
学
校

稲
武
小
学
校・稲
武
中
学
校

桜
井
小
学
校

桜
町
小
学
校

志
貴
小
学
校

一
色
西
部
小
学
校

一
色
中
部
小
学
校

一
色
東
部
小
学
校

来
迎
寺
小
学
校

翼
小
学
校

黒
笹
小
学
校

豊
坂
小
学
校

大
村
小
学
校

谷
川
小
学
校

栄
小
学
校

前
芝
中
学
校

三
蔵
子
小
学
校

桜
町
小
学
校

愛
知
教
育
大
学
附
属
岡
崎
小
学
校
　
図
書
ク
ラ
ブ

お
は
な
し
の
へ
や

お
は
な
し
ト
ロ
っ
子

と
き
な
ん
読
み
聞
か
せ
の
会

豊
森
ほ
ど
く
ん

碧
南
市
立
中
央
小
学
校
　
ど
ん
ぐ
り
マ
マ
さ
ん

笑
本
ク
ラ
ブ
（
朝
日
小
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ママ
（
富
士
松
南
小
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

畝
部
小
学
校
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

則
定
小
学
校
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
　
ハ
グ
ま
ー
ま

読
み
語
り
グ
ル
ー
プ
か
た
り
ー
ず
ド
リ
ー
ム

み
か
ん
の
花
の
会

よ
み
き
か
せ
サ
ー
ク
ル
わ
く
わ
く

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
　
竹
の
子

桜
井
小
学
校
　
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

図
書
サ
ポ
ー
タ
ー
（
す
て
き
な
本
を
ひ
ろ
め
隊
）

一
色
西
部
小
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
色
中
部
小
学
校
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
色
東
部
小
学
校
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
話
の
た
ま
ご
　
来
小
読
み
聞
か
せ
隊

読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
ス
マ
イ
ル
」

か
た
り
ん
こ

て
ん
と
う
虫
の
会

大
村
小
　
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

谷
川
小
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ

栄
小
学
校
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

豊
橋
お
は
な
し
ろ
う
そ
く
の
会

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
え
ん
」

チ
ェ
リ
ー
タ
ウ
ン

附

属

岡

崎

岡

崎

岡

崎

岡

崎

碧

南

刈

谷

刈

谷

豊

田

豊

田

豊

田

豊

田

豊

田

豊

田

安

城

安

城

安

城

西

尾

西

尾

西

尾

知

立

高

浜

み
よ
し

幸

田

豊

橋

豊

橋

豊

橋

豊

橋

豊

川

豊

川

〈
主
な
活
動
場
所
〉

〈
地
区
〉

〈
代
表
者
〉

〈
団
体
の
名
称
〉

北
條
　
紀
子

安
藤
　
節
子

杉
江
　
恵
子

望
月
　
慶
子

松
井
　
真
理

藤
城
　
千
里

大
場
美
保
子

松
井
　
泰
治

石
田
え
り
子

赤
坂
小
学
校

西
浦
小
学
校

大
塚
中
学
校

東
郷
東
小
学
校

庭
野
小
学
校

大
草
小
学
校

若
戸
小
学
校

清
嶺
小
学
校

東
栄
小
学
校

豊

川

蒲

郡

蒲

郡

新

城

新

城

田

原

田

原

北
設
楽

北
設
楽

〈
主
な
活
動
場
所
〉

〈
地
区
〉

〈
代
表
者
〉

〈
団
体
の
名
称
〉

愛
知
教
育
大
学
附
属

岡
崎
小
学
校

愛
知
教
育
大
学
附
属

特
別
支
援
学
校

お
は
な
し
な
あ
に

赤
い
小
鳥

ピ
ノ
キ
オ

さ
さ
ゆ
り
の
会

さ
く
ら
草
の
会

大
草
読
み
聞
か
せ
会

お
話
届
け
隊

清
嶺
小
学
校
ふ
れ
あ
い
会

お
ひ
さ
ま
の
会

緑
丘
小
学
校

矢
作
北
中
学
校

東
中
学
校
通
学
路

雁
が
音
中
学
校
区

幸
海
小
学
校

豊
田
・
み
よ
し
各
小
中
学
校

東
山
中
学
校

寺
津
中
学
校
内
・
校
区

知
立
南
小
学
校

高
浜
中
学
校

三
好
丘
小
学
校

南
部
中
学
校
他

富
士
見
小
学
校

磯
辺
小
学
校
内
・
校
区

東
部
中
学
校
区
通
学
路
他

西
浦
中
学
校

新
城
小
学
校
・
ぎ
ょ
ぎ
ょ
ラ
ン
ド

田
原
東
部
小
学
校
区
通
学
路

豊
根
村
民
体
育
館
武
道
場

小
田
　
菜
月

小
林
　
光
穂

福
田
　
圭
祐

澤
田
　
　
貫

大
平
　
将
勝

塩
谷
　
尚
美

吉
田
　
和
夫

山
崎
　
久
紅

沖
田
ち
ゑ
子

富
田
　
晃
史

古
橋
　
知
美

坊
農
由
有
子

蜂
谷
　
佳
夫

西
浦
　
芳
晴

渡
辺
　
真
年

松
野
　
卓
也

尾
崎
　
泰
恵

浅
岡
　
大
士

志
手
　
一
光

坂
本
　
則
子

附

属

岡

崎

岡

崎

碧

南

刈

谷

豊

田

豊

田

安

城

西

尾

知

立

高

浜

み
よ
し

幸

田

豊

橋

豊

橋

豊

川

蒲

郡

新

城

田

原

北
設
楽

愛
知
教
育
大
学
　
学
生
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル（
ダ
ン
ス
演
技
指
導
等
）

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
図
書
館
整
備
）

矢
作
北
中
学
校
お
や
じ
の
会
（
野
菜
栽
培
・
文
化
祭
協
力
）

東
中
校
区
　
見
守
り
隊
（
登
下
校
見
守
り
巡
視
）

雁
が
音
中
学
校
区
　
親
父
の
会
（
校
区
清
掃
活
動
他
）

幸
海
小
図
書
館
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
図
書
室
整
備
）

豊
声
ク
ラ
ブ
（
各
校
で
の
合
唱
披
露
）

東
山
中
学
校
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
図
書
館
整
備
）

寺
津
っ
子
見
守
り
隊
（
校
内
整
備
・
交
通
立
哨
等
）

南
小
と
ー
ち
ゃ
ん
の
会
（
学
校
整
備
活
動
等
）

子
育
て
応
援
団Pam

Pam

チ
ャ
イ
ル
ド（
赤
ち
ゃ
ん
親
子
ふ
れ
あ
い
交
流
）

ハ
ロ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
外
国
語
活
動
補
助
）

ふ
こ
う
ず
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
生
徒
会
行
事
への
協
力
等
）

ラ
ビ
ッ
ツ
（
ウ
サ
ギ
の
飼
育
活
動
）

磯
辺
小
　
お
や
じ
の
会
（
校
内
・
校
区
の
環
境
整
備
他
）

豊
川
市
立
東
部
中
学
校
　
お
や
じ
の
会（
あ
い
さ
つ
運
動・学
校
行
事
支
援
等
）

西
中
応
援
サ
ー
ク
ル
「
た
つ
の
お
と
し
ご
」（
各
種
行
事
への
協
力
）

Ｇ
．Ｓ
．Ｐ
．（
ぎ
ょ
ぎ
ょ
ラ
ン
ド
再
生
プ
ロ
ジェク
ト
）（
環
境
整
備
等
）

東
部
キ
ッ
ズ
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
（
登
下
校
の
見
守
り
等
）

源
流
怒
濤
太
鼓
（
太
鼓
演
奏
指
導
）

―
　読
書
活
動
グ
ル
ー
プ
助
成
対
象
団
体
　―

―
　読
書
活
動
以
外
の
グ
ル
ー
プ
助
成
対
象
団
体
　―

令
和
３
年
度
学
校
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
助
成
グ
ル
ー
プ
一
覧
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発表年月日

発表年月日 研究領域

研究領域

研　　究　　主　　題 研究期間 指定等 地　区 学校名

研　究　主　題　等 研究期間 学校名

3．9．28　㈫ 3～7 附属岡崎中教　科
授業研究会
「未定」（1年次）

2～6 附属特別支援教　科3．11．5　㈮ 第52回特別支援教育研究協議会
「学びを生活に生かす子どもの姿を求めて」（2年次）

30～4 附属岡崎小3．11．18　㈭
3．11．19　㈮ 教　科 第72回生活教育研究協議会

「豊かに生きる」（4年次）

3．10．13　㈬ 元～3 岡　崎 羽根小学校市教委全教科

プログラミング的思考育成からはじめる創造的に学
ぶ子の育成
～主体的・対話的なプログラミング学習を通した新
しい学びの実現～

3．10．22　㈮ 2～3 刈　谷 富士松東
小学校市教委道徳科

自己肯定感を高め、ともに課題を解決していく子ど
もの育成
～「授業・環境・富東っ子タイム」三本柱の充実を
通して～

3．10．26　㈫ 元～3 豊　橋 大崎小学校市教委

ＥＳＤ
（持続可能な
開発のため
の教育）

自ら培った三つの力を発揮し，社会をよりよくしよ
うとする子どもの育成
～学びをつなぎ地域・社会とつなげ未来につながる
ESDの実践を通して～

3．10．27　㈬ 元～3 岡　崎 広幡小学校市教委全教科

『自らの意思で　発見・判断・実行できるスーパー
ソサエティキッズの育成』
～一人一人の子供が主体的に学び、深め、広げてい
く学習指導の在り方～

3．10．20　㈬ 元～3 豊　橋 岩田小学校市教委学習指導
『わかる』を自覚し楽しむ子どもの育成
～「めあて」と「ふりかえり」を生かし、自他の考
えをつなげる場を大切にした学習を通して～

3．10．21　㈭ 元～3 新　城 東郷西
小学校市教委体育・教科指導

活力あふれる子の育成
～学びを充実させる「楽しむ」三段階のステップと
成長を支える生活サポート～

3．10．26　㈫ 2～3 北設楽 名倉小学校事務協学習指導
自ら地域とかかわり、学びをつなげ、思いを深める子ども
－ふるさと学習と教科・総合的な学習の時間を関連
付けて－

3．10．27　㈬ 2～3 みよし 中部小学校市教委教科指導
「自他を認め、対話を通して、主体的に学びを深め
る子どもの育成」
～見つけ学習の実践を通して～

3．10．21　㈭ 30～3 西　尾 一色東部
小学校市教委国語科・社会科

生活総合
思いや考えを広げ深め合う子の育成
～地域の人・もの・ことを生かした授業づくり～

3．10．21　㈭ 30～3 西　尾 室場小学校市教委国語科 「書くこと」を通して、共に思いや考えを広げ深め
る国語科の学習

3．10．21　㈭ 元～3 新　城 黄柳川
小学校市教委特別の教科

道徳
一つの考え方よりも二つの考え方のできる子どもの育成
～「考える」、「議論する」を大切にする道徳教育の実践～

3．10．28　㈭ 元～3 豊　川 八南小学校市教委全教科
領域

一人一人を大切にした学級づくり
みんなで生き生きと学ぶ授業づくり

※高浜市、幸田町は該当なし。
※蒲郡市は本年度実施しない。

〈小学校〉

〈附属学校〉

三河の教育研究 研 究 発 表 校 一 覧令和3年度

令和3年７月１日現在

14－ －

発表年月日 研究領域 研　　究　　主　　題 研究期間 指定等 地　区 学校名

発表年月日 研究領域 研　　究　　主　　題 研究期間 指定等 地　区 学校名

3．11．12　㈮ 毎年 岡　崎 竜海中学校自主

わかる学習指導　第12次研究（3年次）
自ら学び続ける生徒の育成
～「読む」「書く」の充実を図り、『わかる』の実感
を強める学習指導を中心に～

3．10．21　㈭ 元～3 知　立 知立中学校市教委道徳教育

「自己を見つめ、仲間と語り合うことで、よりよく
『いきよう』とする生徒の育成」
～知中デザインの道徳の授業を要にした道徳教育の
研究～

3．10．28　㈭ 元～3 豊　川 中部中学校市教委全教科
領域

社会性を育む
～生徒の豊かな人間関係の構築と自己形成への歩み
を支える～

3．10．21　㈭ 30～3 西　尾 福地中学校市教委
9教科

特別の教科　道徳
自立活動

自己有用感が高まる福中生を目指して
－「授業で大切にしたい3つの手だて」を取り入れ
た実践を通して－

3．10．28　㈭ 2～3 田　原 福江中学校市教委コミュニティ
スクール

つなぐ
～「ひと」「こと」「もの」が生きるコミュニティス
クールの確立～

3．10．13　㈬ 元～3 豊　橋 豊岡中学校市教委学習指導
自他の考えを高め合い、「伸びる」を実感できる生徒の育成
～体験的・問題解決的な授業の構想を大切にした学
習を通して～

3．11．26　㈮ 岡　崎 矢作東
小学校自主国語科

確かな国語力の向上をめざす授業の構築
－論理的文章を読むことから活用することへと展開
する授業から－

3．10．28　㈭ 元～3 碧　南 棚尾小学校市教委教　科
ひと・もの・こととかかわって学び、考えを深める
棚尾っ子の育成
－棚小３つのＴを手だてとして－

3．11．12　㈮ 2～3 豊　田 高岡中学校市教委
（指定）学習指導 対話を通して協同的に学ぶ生徒の育成

～「かかわりの力」を発揮し、学び合う授業を目指して～

3．10．22　㈮ 2～3 安　城 東山中学校市教委学習指導 わたしを信じる　みんなを信じる
－確かな「自分軸」をつくる「きき合い」の授業－

3．10．21　㈭ 元～3 新　城 新城中学校市教委全教科 『自ら学び、共に学び、豊かに学ぶ生徒』の育成
～「学習マネジメント」と「見える化のある授業」を通して～

3．10．20　㈬ 元～3 岡　崎 翔南中学校市教委全教科 未来をたくましく生きる力を育む教育の創造
～仲間と学ぶSOZOの時間を核に据えて～

3．10．19　㈫ 元～3 刈　谷 依佐美
中学校市教委教　科 「自ら考え、判断し、表現する生徒の育成」

～深い学びにつながる授業改善を通して～

3．10．15　㈮ 2～3 豊　田 旭中学校市教委
（委嘱）地域連携 地域と共に歩み、未来を拓く生徒の育成

～ふるさと旭にわくわくする学びの実現～

3．10．29　㈮ 2～3 豊　田 寺部小学校市教委
（指定）学習指導 つながりを生かし、学びを深める寺部っ子の育成

～友達の意見に耳を傾け、高め合う授業～

3．10．28　㈭ 元～3 田　原 野田小学校市教委国語科 学びに向かう子
～「野田っ子ポイント」を活用した国語の授業～

3．10．28　㈭ 元～3 豊　川 代田小学校市教委国語科・算数科 深い学びを通して、自分と仲間の成長を感じる子の育成
～切り返しの発問を核とした授業過程のあり方～

3．10．28　㈭ 元～3 豊　川 桜町小学校市教委全教科 自ら学びを楽しむ子の育成
～問いを大切にする授業を通して～

全教科
特別支援（道徳）

〈中学校〉

〈小学校〉
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顧　　問　青木　宏氏　　
理 事 長　柵木　智幸
副理事長　岡田　　守
常務理事　伊藤　雅朗
　　　　　天野　広子
事 務 長（兼総務部長）
　　　　　酒井　　敬
事務次長（兼業務部長）
　　　　　白井　博司

総 務 部　山本　満夫
編 集 部　水藤　彰啓　　稲垣　良治
 I C T 部　水鳥　勝久　　名倉　嘉章
業 務 部　天野　明典　　本多麻紀子
　　　　　深津　理絵
経 理 部　谷中　智典　　浅井　英雄
　　　　　牧　　富代
事 務 員　鈴木　千明

使用報告・刊行物注文締切

◇使用報告／夏休み日誌
　　　　　　7月6日㈫～8日㈭
　　　　　　算数の友（下）
　　　　　　9月7日㈫～9日㈭
□注文締切／冬休み日誌・かきぞめ手本　
　　　　　　9月14日㈫～16日㈭

会議の予定

〇第2回文振郡市正副代表者会　10月8日㈮
〇第2回文振郡市事務担当者会　10月19日㈫
〇刊行物郡市説明会　10月下旬より開始します。

令和3年度　業務組織

　6月18日㈮に審査委員会を書面にて開催し、
次の5団体に交付が決定しました。

令和３年度　団体研究助成

令和4年度版の
刊行物編集にあたって

・適所にQRコードを取り入れて、子どもたちがより
使いやすく、分かりやすい内容をめざします。

・多くの刊行物の教師用については、従来通りの紙
媒体とともにPDF版をお配りする予定です。タブ
レット端末で有効にご活用ください。

・三河小中学校長会
・三河教育研究会
・三河教頭会
・愛知県へき地教育研究協議会
・生活・障害児教育研究協議会

ICT部創設
よりよい刊行物の編集のために

　文化振興会では、令和3年4月より今までの4つの部
（総務部・編集部・業務部・経理部）に加え、I C T 部

を創設しました。文振内のICT化はもちろんのこと、
三河の小中学校で採用されている刊行物のデジタル
化や編集委員会での I C T 活用を進めるために連携し
ていきます。

お　願　い

　文振の刊行物は、三河の教師の手で編
集されています。デジタル化に関して
は、現場の声が特に必要です。「こう
なったらいいな」という声をぜひお寄せ
ください。

コンクール関係

応募期間

「春・夏の部」
令和３年８月25日水～９月８日水

「秋・冬の部」

（※土・日・祝日を除く）
令和３年12月20日月～令和４年１月12日水

詳しくは
こちらから

文振だより

〒444-0868　岡崎市明大寺町字馬場東170番地1
TEL 0564 - 51 - 4819発行／公益財団法人愛知教育文化振興会
https://www.bunsin.org

文振の最新情報は、ホームページをご覧ください。各種応募要項、申請書の様式等もアップしています。

令和3年7月1日号
No.126


